
 
 

資料 1_遠隔 ICU 通信システムの設置完了報告書 

 



設置完了報告 （インドネシア） 

作業題目 インドネシア・インドネシア大学病院、ハサヌディン大学病院向け 

ICT 機材のリモート設定作業 

実施期間 

（日本時間） 

2022 年 4 月 4 日～2022 年 5 月 30 日 

作業方法 メッセージアプリや Zoom、リモートデスクトップを利用した遠隔作業 

参加者 現地コンサルタント： 松浦様、Ms. Aruni, Ms. Ganis 

CDC: 高田、弊社エンジニア 

作業内容 1. 事前にアップロードしたイメージデータを現地にてダウンロード 

2. IP カメラを設定するための分解作業 

3. NAS サーバーを設定するための HDD 装着作業 

4. デスクトップ PC に LAN カード装着 

5. 各 ICT 機材へ IP アドレスなどの情報を識別するためのテプラ貼付け 

6. デスクトップ PC にイメージデータを復元し、各情報の設定作業 

7. メインルーター、サテライトルーターの設定作業 

8. 無線コンバーターの設定作業 

9. NAS サーバーの設定作業 

10. IP カメラの設定作業、ファームウェアアップデート 

11. HDMI キャプチャーボードの設定作業 

12. 設定した各 ICT 機材を接続し、遠隔 ICU 通信システムとしての動作確認 

 リモートで設定するにあたり、遠隔 ICU 通信システム構築のための環境、現地調達機材用のア

プリケーション、リモートサポート環境などを記録したイメージデータを事前に共有し、デスク

トップ PC に復元させた。 

 また、各 ICT 機材を設定するにあたり LAN ケーブルの接続先の指示や、接続方法の指示など

細かい情報をリアルタイムで伝えるためにメッセージアプリ、Zoom を活用した。 

 リモートデスクトップが使える場面では、現地のデスクトップ PC にアクセスし、設定方法を

画面越しで伝え、同じ設定を現地にて実施してもらうよう指示した。 

 

2022 年 5 月 30 日、インドネアシア大学病院用、及びハサヌディン大学病院用の ICT 機材のリ

モート設定が完了した。 

写真、資料など 
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設置完了報告 （インドネシア・ハサヌディン大学病院） 

作業題目 インドネシア・ハサヌディン大学病院 プレハブ ICU 遠隔 ICU 通信システム設置作業 

実施期間 

（日本時間） 

2022 年 8 月 3 日～2022 年 8 月 5 日 

2022 年 8 月 25 日～2022 年 8 月 26 日（現地渡航時に病院訪問） 

作業方法 メッセージアプリや Zoom を利用した遠隔作業 

参加者 病院 ICT 担当者: Mr. Amir, Mr. Rahmat, Mr. Asrul, Mr. Anwar 

現地コンサルタント：Mr. Fetrian 

現地コンサルタント(ICT)：松浦様, Ms. Aruni 

CDC: 高田 

作業内容 1. 「インドネシア・インドネシア大学病院、ハサヌディン大学病院向け 

ICT 機材のリモート設定作業」で設定した ICT 機材を病院へ送付 

2. 現地コンサルタントが病院にあるプレハブ ICU を訪問し、ICT 機材を設置した。その際、メ

ッセージアプリや Zoom を通じ、本邦からサポートを実施 

3. IP カメラやドキュメントスキャナーなどの映像が正常に映っていることを Zoom を通じて確

認 

 

以下、現地渡航時の作業内容となる。 

4. 天井付けされた IP カメラを一度取外し、オーディオケーブルの接続を実施  

5. 全ての機材を接続し、遠隔 ICU 通信システムとしての動作確認 

 

2022 年 8 月 26 日、双方で稼働を確認した。これをもって全ての遠隔 ICU 通信システムの設置

作業を完了した。 

写真、資料など 

  
IP カメラ天井付け作業 病院 ICT 担当者との 

遠隔 ICU 通信システム動作確認 
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設置完了報告 （パラオ・ベラウ国立病院） 

作業題目 パラオ・ベラウ国立病院 遠隔 ICU 通信システム設置作業 

実施期間 

（日本時間） 

2022 年 11 月 29 日、1 月 5 日 

2022 年 2 月 10 日～11 日、3 月 1 日、10 日 

2022 年 7 月 20 日  
作業方法 Zoom を利用した遠隔作業 

参加者 病院 ICT 担当者: Mr.Smau 

現地コンサルタント(ICT)：Mr. Sugiyama 

CDC: 中谷 

作業内容  2021 年 11 月 29 日、2022 年 1 月 5 日の組み立て作業 

1. 病院に到着した ICT 機材をトレーニングルームにて組み立てを行った。 

2. 1 月 5 日に現地調達機材が到着し全ての ICT 機材の組み立てを行い、動作確認を行った。 

3. 全ての機材を接続し、遠隔 ICU 通信システムとしての動作確認 

2022 年１月 5 日、遠隔 ICU 通信システムを設置のうえ動作の確認が完了した。 

 

 2022 年 2 月 10 日-11 日、3 月 1 日、10 日の ICU とアイソレーションユニットへの移設作業 

1. 2 月 10 日からトレーニングルームにて組み立てた動作確認した ICT 機材を ICU へカメラス

タンド 2 台、アイソレーションユニットへ残りのカメラスタンド 2 台を設置した。ICU とア

イソレーションユニットの IP カメラの映像がモニタリングシステム用 PC のサーベイランス

ステーションクライアントに表示されることを確認した。3 月 10 日に病院 ICT 担当者と動作

確認した。 

2022 年 3 月 10 日、双方で稼働を確認した。これをもって全ての遠隔 ICU 通信システムの設置

作業を完了した。 

 

 2022 年 7 月 20 日電子カルテ(Electronic Medical Record:以下「EMR」)接続作業 

1. 病院 ICT 担当者が準備した EMR が動作する PC とモニタリングシステム用 PC を HDMI で接

続しレントゲン写真、CT 画像、超音波画像が遠隔 ICU 通信システムで確認できるようになっ

た。  
写真、資料など 

  

仮組したデスクトップ PC 仮組したカメラスタンド 
 

  



設置完了報告 （パラオ・ベラウ国立病院） 

作業題目 パラオ・ベラウ国立病院 プレハブ ICU 遠隔 ICU 通信システム設置作業 

実施期間 

（日本時間） 

2022 年 12 月 9 日、12-15 日 

作業方法 Zoom を利用した遠隔作業 

参加者 病院 ICT 担当者: Mr. Smau, Mr.Jonirik 

現地コンサルタント(ICT)： Mr.Sugiyama 

CDC: エドリス、野澤 

作業内容  2022 年 12 月 9 日の移設作業 1 

1. 既存 ICU と COVID-19 アイソレーションユニットの IP カメラをプレハブ ICU の ICU ベッ

ドの天井へ設置した。 

 2022 年 12 月 12-15 日の移設作業 2 

1. 残りの機材移設を 12 日から開始した。IP カメラ、マイクスピーカーを ICU ベッドへ移設し、

その他の機材をスタッフステーションへ移設した。デスクトップ PC で ICU の映像音声を確

認できた。それらの映像を Zoom で表示できることも確認した。またドキュメントスキャナ

ーの映像が Zoom で表示できることも確認した。 

2. 全ての機材を接続し、遠隔 ICU 通信システムとして動作確認した。 

 

2022 年 12 月 15 日、双方で稼働を確認した。これをもって全ての遠隔 ICU 通信システムの設

置作業を完了した。 

写真、資料など 
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設置完了報告 （ケニア・コーストジェネラル病院） 

作業題目 ケニア・コーストジェネラル病院 遠隔 ICU 通信システム設置作業 

実施期間 

（日本時間） 

2022 年 1 月 11 日～12 日 

作業方法 Zoom を利用した遠隔作業 

参加者 病院 ICT 担当者: Mr. Abdallah 

現地コンサルタント(ICT)： Mr.Paul, Mr.Edmond, Mr.Steven, Mr.Tawfiq 

CDC: 佐々木、中谷 

作業内容  2022 年 1 月 11 日-12 日の組み立て作業 

1. 病院に到着した ICT 機材を COVID-19 アイソレーションユニットにて組み立て設置を行っ

た。 

2. IP カメラ、マイクスピーカーがサーベイランスステーションクライアントにて動作するこ

とを確認し、それらの映像を Zoom で表示できることも確認した。ドキュメントスキャナー

の映像が Zoom で表示できることも確認した。全ての機材組み立てが完了した 1 月 12 日に

動作確認をした。 

3. 全ての機材を組み立て、動作確認を行ったが、実際に COVID-19 アイソレーションユニット

に設置できるのはカメラスタンド 5 台であったため、残りの 3 台は病院の倉庫へ保管した。 

 

2022 年 1 月 12 日、双方で稼働を確認した。これをもって全ての遠隔 ICU 通信システムの設置

作業を完了した。 

写真、資料など  

  
動作確認時のデスクトップ PC 組立てたカメラスタンド 

 

 

  



設置完了報告 （ケニア・コーストジェネラル病院） 

作業題目 ケニア・コーストジェネラル病院 プレハブ ICU 遠隔 ICU 通信システム設置作業 

実施期間 

（日本時間） 

2022 年 6 月 4 日,6 日 

2022 年 7 月 21 日,29 日 

作業方法 Zoom を利用した遠隔作業 

参加者 病院 ICT 担当者: Mr. Abdallah 

現地コンサルタント(ICT)： Mr.Paul, Mr.Edmond 

CDC: 中谷、エドリス、野澤 

作業内容  2022 年 6 月 4 日,6 日の移設作業 1 

1. COVID-19 アイソレーションユニットの倉庫より遠隔 ICU 通信システムをプレハブ ICU へ

移設した。移設時にモニタリングシステム用 PC が故障していることがわかった。 

 2022 年 7 月 21 日,29 日の移設作業 2 

1. 故障していた PC を交換し IP カメラ、マイクスピーカーの映像音声をサーベイランスステー

ションクライアントで確認できた。それらの映像を Zoom で表示できることも確認した。ド

キュメントスキャナーの映像が Zoom で表示できることも確認した。 

2. 全ての機材を接続し、遠隔 ICU 通信システムとしての動作確認 

 

2022 年 7 月 29 日、双方で稼働を確認した。これをもって全ての遠隔 ICU 通信システムの設置

作業を完了した。 

写真、資料など 

 

 

ICU カウンター内に設置した ICT 機材 
スタッフステーションに設置した 

遠隔 ICU 通信システム 
 

 

  



設置完了報告 （モザンビーク・マプト中央病院） 

作業題目 モザンビーク・マプト中央病院 遠隔 ICU 通信システム設置作業 

実施期間 

（日本時間） 

2022 年 7 月 7 日, 8 日 

2022 年 9 月 19 日-23 日 

作業方法 Zoom を利用した遠隔作業 

参加者 病院 ICT 担当者: Ms.Stela, Mr.Mugabe 

現地コンサルタント(ICT)：Mr.Machava, Mr.Fernando 

CDC: エドリス、野澤 

作業内容  2022 年 7 月 7 日,8 日の組み立て作業 

1. 病院に到着した ICT 機材を COVID-19 トリートメントセンターにて組み立て設置を行った。 

2. コミュニケーションシステム用 PC とモニタリングシステム用 PC、ドキュメントスキャナー

が動作することを確認した。また、Zoom で PC 画面を共有できることを確認した。 

3. 病院 ICT 担当者から作業後、保安上のため機材を解体し倉庫に保管すると連絡があった。そ

の後、病院と協議し ICT 機材を設置できるよう監視カメラを病院側が準備することとなった。 

 

 2022 年 9 月 19 日～23 日の組み立て作業 

1. 9 月 16 日 COVID-19 トリートメントセンターに監視カメラ設置が完了し、9 月 19 日から ICT

機材の組み立てを再開した。 

2. IP カメラ、マイクスピーカー、サーベイランスステーションクライアントにて動作すること

を確認し、それらの映像を Zoom で表示できることも確認した。ドキュメントスキャナーの映

像が Zoom で表示できることも確認した。 

3. 9 月 23 日 ICT 機材の組み立てを終え、動作確認を行った。 

全ての機材を接続し、遠隔 ICU 通信システムとしての動作確認 

 

 2022 年 10 月 24 日、25 日、31 日の有線接続作業 

1. 組み立て作業後、映像が途切れることがあったため調査を行った。無線機器が多く無線通信

が途切れることを確認し、システム内の無線接続箇所を有線接続に変更した。 

 

2022 年 10 月 31 日、双方で稼働を確認した。これをもって全ての遠隔 ICU 通信システムの設置

作業を完了した。 

写真、資料など 

  

ナースステーションに設置した 

遠隔 ICU 通信システム 

組立てたカメラスタンド 

 



設置完了報告 （セネガル共和国 / ダラルジャム病院） 

作業題目 セネガル共和国 / ダラルジャム病院 遠隔 ICU 通信システム設置作業 

実施期間 

（日本時間） 

2022 年 4 月 12 日～13 日,28 日 

2022 年 5 月 11 日,17 日 

2022 年 6 月 23 日 

2022 年 7 月 12 日,14 日 

作業方法 Zoom を利用した遠隔作業 

参加者 病院 ICT 担当者: Mr.Sow 

現地コンサルタント(ICT)：Mr. Mbow, Mr. Diop 

CDC: 中谷、エドリス、野澤、松田、佐々木  

作業内容  2022 年 4 月 12 日、11 日、13 日、28 日と 5 月 11 日、17 日の作業内容 

1. 到着した段ボール数と梱包明細書に記載されていた段ボール数の照合 

2. 一般 ICU ナースステーションへコミュニケーションシステムの設置 

(デスクトップ PC、NAS サーバー、メインルーター、8 ポート PoE スイッチ、変圧器、

UPS、IP カメラ、ドキュメントスキャナー、マイクスピーカー、Web カメラ、HDMI キャ

プチャーボード) 

3. 一般 ICU ナースステーションへモニタリングシステムの設置 

(デスクトップ PC、NAS サーバー、メインルーター、24 ポート PoE スイッチ、変圧器、

UPS、マイクスピーカー、HDMI キャプチャーボード) 

4. オンラインで接続して日本から助言しながら作業を進めた結果、5 台のカメラを含めてす

べての機材が正常に稼働することを確認した。 

5. 全ての機材を接続し、遠隔 ICU 通信システムとしての動作確認 

2022 年 5 月 17 日、双方で稼働を確認した。これをもって全ての遠隔 ICU 通信システムの

設置作業を完了した。 

 2022 年 6 月 23 日と 7 月 12 日、14 日の故障になった ICT 機材の作業内容 

1. 2022 年 6 月 17 日に病院の ICT 担当者から 1 台の IP カメラの電源が入っていないと報告

があった。 

2. ビデオ会議を通じ IP カメラの状態確認と原因の確認 

 今後の予定 

1. 交換用 IP カメラ 1 台の設定、2023 年 3 月に専門家が現地病院への訪問時に持参し、その

後遠隔で日本側 ICT 担当者と病院 ICT 担当者が IP カメラの交換と動作確認を行う。 

2. ICU で使用している遠隔 ICU 通信システムは 2023 年 3 月にコンテナ ICU へ移設する。 

写真、資料など 

 

 

サーバー室でのカメラスタンド組立て 
サーバー室での遠隔 ICU 通信システムの 

動作確認 
 

  



設置完了報告 （セネガル共和国 / ダラルジャム病院） 

作業題目 セネガル共和国 / ダラルジャム病院 コンテナ ICU 遠隔 ICU通信システム設置作業 

実施期間 

（日本時間） 

2023年 9月 23～25日 

作業方法 Zoomを利用した遠隔作業 

参加者 病院 ICT担当者: Mr. Sow 

現地コンサルタント(ICT)： Mr. Mbow, Mr. Diop 

CDC: 佐々木、野澤 

作業内容 ⚫ 2023年 9月 23日～25 日の作業内容 

1. 病院内の COVID-19 専用 ICU と一般 ICU にある遠隔 ICU 通信システムの機材をコンテナ

ICUに移設した。移設時にマイクスピーカーが 4台ないことが判明した。病院の紛失報告書

を送るよう依頼した。また、拡張用 HDMI キャプチャーボード 1 台が別の部屋にあり移設

できないと病院 ICT 担当者から連絡があり、後日システムに接続するよう依頼した。 

2. コンテナ ICU 内のイーサネットケーブルと音声ケーブルの配線はコンテナ ICU 施工業者が

行い、コンテナ ICU へのインターネット接続は病院が行った。移設作業は病院 ICT 担当者

と現地コンサルタントが行い、日本側からオンラインによる移設作業支援を行った。 

3. 故障していた IPカメラ 1台を日本から専門家が渡航時に持参した IP カメラと交換した。 

4. コンテナ ICU の IP カメラ 5 台をコンテナ ICU の天井に設置した。また、その他の機材を

ICUカウンターに設置した。 

5. スタッフステーションのあるコンテナにモニタリングシステム、コミュニケーションシス

テムを設置した。 

6. Zoom にコミュニケーション PC から接続することを確認し、Zoom 画面にてコンテナ ICU

の IP カメラの映像表示と操作できることを確認した。また、ドキュメントスキャナーを動

作確認した。また、病院 ICT担当者と現地コンサルタントで各 IP カメラの音声を確認した。 

7. 全ての機材を接続し、遠隔 ICU通信システムとしての動作を確認した。 

 

2023年 9月 25日、双方で稼働を確認した。これをもって全ての遠隔 ICU通信システムの設置

作業を完了した。 

写真、資料など 

  

ICUカウンター内に設置した ICT機材 
スタッフステーションに設置した 

遠隔 ICU 通信システム 
 



ICU

2022 4 26 ~2022 4 28

Zoom

ICT : Mr. Fernando Huertas, Mr. Alex Alberto Lopez

(ICT)： Mr. Carlos Aguilar, Mr. Abner Muñoz

CDC: 、

1.

2. 、

( PC、NAS 、 、8 PoE 、

、UPS、IP 、 、 、Web 、

HDMI )

3. 、 、

ICT

4. 、

( PC、NAS 、 、24 PoE 、

、UPS、 、HDMI )

5. NAS HDD 、

、2022 4 28

6. ICU

( 、UPS 、

8 PoE IP )

7. 、 ICU

2022 4 28 、 ICU

、

ICU



ICU

2022 2 11 ~2022 2 21

Zoom

ICT : Dr. Gala, Ing. Roberto, Ing. Ballesteros

(ICT)： Mr. Ruben Rubio, Mr. Jorge Gonzalez

CDC: 、

1.

2. 、

( PC、NAS 、 、8 PoE 、

、UPS、IP 、 、 、Web 、

HDMI )

3. UPS 、 、

4. 、

( PC、NAS 、 、24 PoE 、

、UPS、 、HDMI )

5. ICU

( 、UPS 、

8 PoE IP )

6. (EMR) PC 、HDMI

、 PC

7.

IP 、

PC

8. PC Zoom

9.

10. 、 、 ICU

ICU 2022 2 21 、

ICU

、

UPS IP



ICU 15

2022 11 24 ~2022 12 9

Zoom

ICT : Ing. Ballesteros

CDC: 、

COVID-19 、 ICU

、COVID-19 ICT 、ICT

、 2023 1 2

2022 11 24 、 ICT

、

、 2022 12 9 、15 IP 、

ICU

ICU

、



ICU

2022 2 12 ~2022 2 18

Zoom

ICT : Ing. Guiller mo Jonathan Nájera Pech

(ICT)： Mr. Ruben Rubio, Mr. Jorge Gonzalez

CDC: 、

1.

2. 、

3. ICT

4.

5. ICU

( 、UPS 、

8 PoE IP )

6. 、

( PC、NAS 、 、8 PoE 、

、UPS、IP 、 、 、Web 、

HDMI )

7. 、

( PC、NAS 、 、24 PoE 、

、UPS、 、HDMI )

8. 、 ICU

2022 2 18 、 ICU

、

Zoom ICU



 
 

資料 2_遠隔 ICU 通信システム管理者研修の動画概要 



新型コロナウイルス感染症流行下における 

遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト 

 

CDC International 

 

スケジュールドケアへ参加される皆様へ 

 

いつも遠隔 ICU プロジェクトにご参加頂きありがとうございます。以下は遠隔 ICU 通信

システムの説明動画で、それぞれ 3分未満です。スムーズに開始できるよう、スケジュール

ドケアが始まる前にこの動画をご覧ください。 

 これらの動画は遠隔 ICU プロジェクトのために特別に作成されました。そのため、動画

の共有は遠隔 ICU 通信システムを毎日使用する医師や看護師、もしくはスケジュールドケ

アに参加される方のみでお願い致します。 

 

⚫ パート 1 遠隔 ICU 通信システムの紹介 

https://youtu.be/j0KlFgSfQMg 

 

 

⚫ パート 2 「Surveillance Station」の概要 

https://youtu.be/aeWrjjmnT0w 

 

 

⚫ パート 3 IP カメラの使い方 

https://youtu.be/UJZjhXMuVIw 

 

 

⚫ パート 4 「Live View」の使い方 

https://youtu.be/QgUdEyK2ki4 

 

 

⚫ パート 5 「Timeline」の使い方 

https://youtu.be/wZaXkmjx-EM 

 

 

 

 ご質問や、ご不明な点がございましたら、プロジェクトマネージャーや ICT チームまで

お問い合わせください。 

 引き続きどうぞよろしくお願い致します。 

 

遠隔 ICU プロジェクトチーム 

https://youtu.be/j0KlFgSfQMg
https://youtu.be/aeWrjjmnT0w
https://youtu.be/UJZjhXMuVIw
https://youtu.be/QgUdEyK2ki4
https://youtu.be/wZaXkmjx-EM


 
 

資料 3_広報活動の掲載媒体詳細 

 



広報活動一覧 

 

以下、2021 年 8 月 25 日から 2022 年 12 月 20 日の期間に広報された掲載媒体概要（51点）。 

No 掲載日 掲載媒体 

1 2021年 8月 25日 JICA ウェブサイト トピックス 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/topics/2021/20210825_01.html 

2 2021年 8月 25日 T-ICU公式ホームページ プレスリリース& PR-Times 

URLリンク先 https://www.t-icu.co.jp/news/press/1387.html?fbclid=IwAR1IppvJcODrNd5VFHaHF27Y2xSzD_dIxz7qkPY4wVZhzK31rYX0X17WXZo 

3 2021年 8月 26日 JICA 広報部 Facebook 

URLリンク先 https://www.facebook.com/jicapr/posts/4196446727058109 

4 2021年 8月 26日 JICA 広報部 Twitter 

URLリンク先 https://twitter.com/jica_direct/status/1430747495928262661 

5 2021年 8月 26日 神戸医療産業都市（KBIC：KOBE Biomedical Innovation Cluster）の海外向けウェブサイト 

URLリンク先 https://www.fbri-kobe.org/kbic/english/pressrelease/2021_10-26/ 

6 2021年 9月 8日 JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（ケニア①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20210908.html 

7 2021年 10月 1日 JICA ウェブサイト ニュース（海外向け） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/english/news/field/2021/20211001_01.html 

8 2021 年 10月 7 日 JICA 広報部 Facebook英語（プロジェクト概要） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=2242086765933054&set=pcb.2242086955933035 

9 2021年 11月 24日 JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（ケニア②） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20211124.html 

10 2021年 12月 27日 JICA技術協力ウェブサイト ニュースレター(メキシコ①) 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20211227.html 

11 2022年 1月 14日 JICA ウェブサイト ニュースレター(トンガ①) 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220114.html 

12 2022年 1月 20日 JICA ウェブサイト ニュースレター（インドネシア①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220120.html 

13 2022 年 1 月 27 日 JICA 広報部 Facebook 日本語（メキシコ） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=4716039158432194&set=pcb.4716039695098807 

14 2022 年 2 月 3日 JICA 広報部 Facebook英語（メキシコ） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=2336403943168002&set=pcb.2336405593167837 

15 2022年 2月 10日 JICA ウェブサイト ニュースレター（セネガル①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220210.html 

16 2022年 2月 26日 JICA ウェブサイト ニュースレター（グアテマラ①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220226.html 

17 2022年 2月 27日 JICA MAGAZINE 2 月号 

URLリンク先 なし 

https://www.jica.go.jp/topics/2021/20210825_01.html
https://www.t-icu.co.jp/news/press/1387.html?fbclid=IwAR1IppvJcODrNd5VFHaHF27Y2xSzD_dIxz7qkPY4wVZhzK31rYX0X17WXZo
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2Fjicapr%2Fposts%2F4196446727058109&data=04%7C01%7CNiki.Aoba2%40jica.go.jp%7Ccc4a5dde1fe74f35d86b08d9685dd478%7Ceba9fc4255884d318a4e6e1bf79d31c0%7C0%7C0%7C637655574489487615%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C1000&sdata=KEEvrVKGdZVpNCTzMLrJHHcSRA%2BhVJBymSCqkG7SiyE%3D&reserved=0
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Ftwitter.com%2Fjica_direct%2Fstatus%2F1430747495928262661&data=04%7C01%7CNiki.Aoba2%40jica.go.jp%7Ccc4a5dde1fe74f35d86b08d9685dd478%7Ceba9fc4255884d318a4e6e1bf79d31c0%7C0%7C0%7C637655574489487615%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C1000&sdata=8T2mq%2FnbbtZ0h7zFnpqgUi23hd%2FZjHA0SpqLZOca%2Fdg%3D&reserved=0
https://www.fbri-kobe.org/kbic/english/pressrelease/2021_10-26/
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20210908.html
https://www.jica.go.jp/english/news/field/2021/20211001_01.html
https://www.facebook.com/photo/?fbid=2242086765933054&set=pcb.2242086955933035
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20211124.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20211227.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220114.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220120.html
https://www.facebook.com/photo/?fbid=4716039158432194&set=pcb.4716039695098807
https://www.facebook.com/photo/?fbid=2336403943168002&set=pcb.2336405593167837
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220210.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220226.html


18 2022 年 3 月 1 日 国際開発ジャーナル 3月 

URL リンク先 なし 

19 2022 年 3 月 11 日 JICA ウェブサイト ニュースレター（エルサルバドル①） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220311.html 

20 2022 年 3 月 16 日 JICA ウェブサイト ニュースレター（インドネシア②） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220316.html 

21 2022年 3 月 17 日 JICA ウェブサイト ニュースレター（パラオ①） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220317_01.html 

22 2022年 3 月 17 日 JICA ウェブサイト ニュースレター（モザンビーク①） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220317_02.html 

23 2022年 4 月 4日 JICA ウェブサイト ニュースレター（ボリビア①） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220404.html 

24 2022年 4 月 14 日 JICA ウェブサイト ニュースレター（ケニア③） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220414.html 

25 2022 年 5 月 1 日 JICA  DX ウェブサイト 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/activities/issues/digital/jicadx/index.html 

26 2022 年 5 月 4 日 JICA広報部 Facebook 日本語（エルサルバドル②） 

URL リンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=367871575379342&set=pcb.367871965379303 

27 2022 年 5 月 8 日 JICA技術協力ウェブサイト ニュースレター(メキシコ②) 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220508.html 

28 2022 年 5 月 19 日 JICA広報部 Facebook 英語（エルサルバドル） 

URL リンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=305732555084013&set=pcb.305732671750668 

29 2022 年 5 月 20 日 JICA技術協力ウェブサイト ニュースレター（パラオ②） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220520_02.html 

30 2022 年 5 月 20 日 JICA技術協力ウェブサイト ニュースレター（トンガ①） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220520_01.html 

31 2022 年 5 月 24 日 JICA広報部 Facebook 日本語（トンガ、パラオ） 

URL リンク先 https://www.facebook.com/photo?fbid=384491867050646&set=pcb.384492207050612 

32 2022 年 5 月 26 日 JICA広報部 Facebook 英語（プロジェクト概要） 

URL リンク先 https://jicamagazine.jica.go.jp/en/article/?id=202204_4f&tits=Supporting%20intensive%20care%20in%20developing%20countries%20from%20Japan&src=%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B31-e1647233844635.jpg&fbclid=IwAR1j5lIc-Y9rd55EFtXVkNVAdZMxs-Jn4WYZjWX1505qrplEpHUKrZOqvPg 

33 2022 年 5 月 30 日 JICA ウェブサイト ニュースレター（セネガル②） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220530.html 

34 2022 年 5 月 31 日 JICA広報部 Facebook 英語（トンガ、パラオ） 

URL リンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=314069330917002&set=pcb.314069450916990 

35 2022 年 5 月 31 日 JICA 広報部 Facebook 日本語（JICA DX） 

URL リンク先 https://www.facebook.com/photo?fbid=389269883239511&set=a.313966447436522 

36 2022 年 6 月 2022 年版 JICA 年報 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220311.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220316.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220317_01.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220317_02.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220404.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220414.html
https://www.jica.go.jp/activities/issues/digital/jicadx/index.html
https://www.facebook.com/photo/?fbid=367871575379342&set=pcb.367871965379303
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220508.html
https://www.facebook.com/photo/?fbid=305732555084013&set=pcb.305732671750668
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220520_02.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220520_01.html
https://www.facebook.com/photo?fbid=384491867050646&set=pcb.384492207050612
https://jicamagazine.jica.go.jp/en/article/?id=202204_4f&tits=Supporting%20intensive%20care%20in%20developing%20countries%20from%20Japan&src=%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B31-e1647233844635.jpg&fbclid=IwAR1j5lIc-Y9rd55EFtXVkNVAdZMxs-Jn4WYZjWX1505qrplEpHUKrZOqvPg
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220530.html
https://www.facebook.com/photo/?fbid=314069330917002&set=pcb.314069450916990
https://www.facebook.com/photo?fbid=389269883239511&set=a.313966447436522


URLリンク先 なし 

37  2022 年 6 月 隔月刊 重症集中ケア 6・7 月号（国際協力からの事例） 

URLリンク先 なし 

38  2022 年 6 月 6日  
 

JICA 広報部 Facebook英語版 （インドネシア） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=318435650480370&set=pcb.318435843813684 

39  2022 年 6 月 15 日  JICA 広報部 Facebook日本語版 （インドネシア） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=399111132255386&set=pcb.399111338922032 

40  2022 年 6 月 29 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（インドネシア③） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220629.html 

41 2022 年 7 月 15 日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（グアテマラ②）  

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220715.html 

42 2022 年 8 月 2日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（メキシコ③）  

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220802.html 

43 2022 年 8 月 30 日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（中南米）  

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220830.html 

44 2022 年 9 月 16 日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（トンガ②）  

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220916.html 

45 2022 年 9 月 20 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（ケニア④） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220920_01.html 

46 2022 年 9 月 20 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（インドネシア④） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220920_02.html 

47 2022 年 9 月 27 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（バングラデシュ①） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220927.html 

48 2022 年 9 月 27 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（中南米） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220927_02.html 

49 2022 年 9 月 30 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（アフリカ） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220930.html 

50 2022年 11月 24日  ICA ウェブサイト ニュースレター（フィジー①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20221124.html 

51 2022年 12月 20日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（パラオ③） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20221220.html 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=318435650480370&set=pcb.318435843813684
https://www.facebook.com/photo/?fbid=399111132255386&set=pcb.399111338922032
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220629.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220715.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220802.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220830.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220916.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220920_01.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220920_02.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220927.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220927_02.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220930.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20221124.html
https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20221220.html


No 掲載日 掲載媒体 

1 2021年 8月 25日 JICA ウェブサイト トピックス 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/topics/2021/20210825_01.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/topics/2021/20210825_01.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No 掲載日 掲載媒体 

2 2021年 8月 25日 T-ICU公式ホームページ プレスリリース& PR-Times 

URLリンク先 https://www.t-icu.co.jp/news/press/1387.html?fbclid=IwAR1IppvJcODrNd5VFHaHF27Y2xSzD_dIxz7qkPY4wVZhzK31rYX0X17WXZo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.t-icu.co.jp/news/press/1387.html?fbclid=IwAR1IppvJcODrNd5VFHaHF27Y2xSzD_dIxz7qkPY4wVZhzK31rYX0X17WXZo


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No 掲載日 掲載媒体 

3 2021年 8月 26日 JICA 広報部 Facebook 

URLリンク先 https://www.facebook.com/jicapr/posts/4196446727058109 

 

 

 

 

 

 

 

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2Fjicapr%2Fposts%2F4196446727058109&data=04%7C01%7CNiki.Aoba2%40jica.go.jp%7Ccc4a5dde1fe74f35d86b08d9685dd478%7Ceba9fc4255884d318a4e6e1bf79d31c0%7C0%7C0%7C637655574489487615%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C1000&sdata=KEEvrVKGdZVpNCTzMLrJHHcSRA%2BhVJBymSCqkG7SiyE%3D&reserved=0


No 掲載日 掲載媒体 

4 2021年 8月 26日 JICA 広報部 Twitter 

URLリンク先 https://twitter.com/jica_direct/status/1430747495928262661 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Ftwitter.com%2Fjica_direct%2Fstatus%2F1430747495928262661&data=04%7C01%7CNiki.Aoba2%40jica.go.jp%7Ccc4a5dde1fe74f35d86b08d9685dd478%7Ceba9fc4255884d318a4e6e1bf79d31c0%7C0%7C0%7C637655574489487615%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C1000&sdata=8T2mq%2FnbbtZ0h7zFnpqgUi23hd%2FZjHA0SpqLZOca%2Fdg%3D&reserved=0


No 掲載日 掲載媒体 

5 

2021年 8月 26日 神戸医療産業都市（KBIC：KOBE Biomedical Innovation Cluster）の海外向けウェブ

サイト 

URLリンク先 https://www.fbri-kobe.org/kbic/english/pressrelease/2021_10-26/ 

 

 

https://www.fbri-kobe.org/kbic/english/pressrelease/2021_10-26/


 

 

 

 

 



No 掲載日 掲載媒体 

6 2021年 9月 8日 JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（ケニア①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20210908.html 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20210908.html


No 掲載日 掲載媒体 

7 2021年 10月 1日 JICA ウェブサイト ニュース（海外向け） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/english/news/field/2021/20211001_01.html 

 

 

https://www.jica.go.jp/english/news/field/2021/20211001_01.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No 掲載日 掲載媒体 

8 2021 年 10月 7 日 JICA 広報部 Facebook英語（プロジェクト概要） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=2242086765933054&set=pcb.2242086955933035 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=2242086765933054&set=pcb.2242086955933035


No 掲載日 掲載媒体 

9 2021年 11月 24日 JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（ケニア②） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20211124.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20211124.html


No 掲載日 掲載媒体 

10 2021年 12月 27日 JICA技術協力ウェブサイト ニュースレター(メキシコ①) 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20211227.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20211227.html


No 掲載日 掲載媒体 

11 2022年 1月 14日 JICA ウェブサイト ニュースレター(トンガ①) 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220114.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220114.html


No 掲載日 掲載媒体 

12 2022年 1月 20日 JICA ウェブサイト ニュースレター（インドネシア①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220120.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220120.html


No 掲載日 掲載媒体 

13 2022 年 1 月 27 日 JICA 広報部 Facebook 日本語（メキシコ） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=4716039158432194&set=pcb.4716039695098807 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=4716039158432194&set=pcb.4716039695098807


No 掲載日 掲載媒体 

14 2022 年 1 月 27 日 JICA 広報部 Facebook 英語（メキシコ） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=4716039158432194&set=pcb.4716039695098807 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=4716039158432194&set=pcb.4716039695098807


No 掲載日 掲載媒体 

15 2022年 2月 10日 JICA ウェブサイト ニュースレター（セネガル①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220210.html 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220210.html


No 掲載日 掲載媒体 

16 2022年 2月 26日 JICA ウェブサイト ニュースレター（グアテマラ①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220226.html 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220226.html


No 掲載日 掲載媒体 

17 2022年 2月 27日 JICA MAGAZINE 2 月号 

URLリンク先 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No 掲載日 掲載媒体 

18 2022 年 3 月 1日 国際開発ジャーナル 3 月 

URLリンク先 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No 掲載日 掲載媒体 

19 2022年 3月 11日 JICA ウェブサイト ニュースレター（エルサルバドル①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220311.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220311.html


No 掲載日 掲載媒体 

20 2022年 3月 16日 JICA ウェブサイト ニュースレター（インドネシア②） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220316.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220316.html


No 掲載日 掲載媒体 

21 2022年 3月 17日 JICA ウェブサイト ニュースレター（パラオ①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220317_01.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220317_01.html


No 掲載日 掲載媒体 

22 2022年 3月 17日 JICA ウェブサイト ニュースレター（モザンビーク①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220317_02.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220317_02.html


No 掲載日 掲載媒体 

23 2022年 4月 4日 JICA ウェブサイト ニュースレター（ボリビア①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220404.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220404.html


No 掲載日 掲載媒体 

24 2022年 4月 14日 JICA ウェブサイト ニュースレター（ケニア③） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220414.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220414.html


No 掲載日 掲載媒体 

25 2022 年 5 月 1日 JICA  DX ウェブサイト 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/activities/issues/digital/jicadx/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/activities/issues/digital/jicadx/index.html


 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No 掲載日 掲載媒体 

26 2022 年 5 月 4日 JICA 広報部 Facebook日本語（エルサルバドル） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=367871575379342&set=pcb.367871965379303 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=367871575379342&set=pcb.367871965379303


No 掲載日 掲載媒体 

27 2022 年 5 月 8日 JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター(メキシコ②) 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220508.html 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220508.html


No 掲載日 掲載媒体 

28 2022 年 5 月 19 日 JICA 広報部 Facebook英語（エルサルバドル） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=305732555084013&set=pcb.305732671750668 

 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=305732555084013&set=pcb.305732671750668


No 掲載日 掲載媒体 

29 2022 年 5 月 20 日 JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（パラオ②） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220520_02.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220520_02.html


No 掲載日 掲載媒体 

30 2022 年 5 月 20 日 JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（トンガ①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220520_01.html 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220520_01.html


No 掲載日 掲載媒体 

31 2022 年 5 月 24 日 JICA 広報部 Facebook日本語（トンガ、パラオ） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo?fbid=384491867050646&set=pcb.384492207050612 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/photo?fbid=384491867050646&set=pcb.384492207050612


No 掲載日 掲載媒体 

32 2022 年 5 月 26 日 JICA 広報部 Facebook英語（プロジェクト概要） 

URLリンク先 https://jicamagazine. jica.go. jp/en/article/?id=202204_4f&tits=Supporting%20inten sive %20care%20in%20developing%20countrie s%20f rom %20Japan&src=%E3%83%97%E3%83%AC %E3%82%BC%E3%83%B 3%E3%83%86%E 3%83%BC %E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B 31-e 1647233844635.jpg&fbc lid=IwAR1j5lIc-Y9rd55EFt XVkNVAdZMxs-Jn 4WYZjW X1505qrplEpHUK rZOqvPg  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://jicamagazine.jica.go.jp/en/article/?id=202204_4f&tits=Supporting%20intensive%20care%20in%20developing%20countries%20from%20Japan&src=%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B31-e1647233844635.jpg&fbclid=IwAR1j5lIc-Y9rd55EFtXVkNVAdZMxs-Jn4WYZjWX1505qrplEpHUKrZOqvPg


No 掲載日 掲載媒体 

33 2022 年 5 月 30 日 JICA ウェブサイト ニュースレター（セネガル②） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220530.html 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220530.html


 

No 掲載日 掲載媒体 

34 2022 年 5 月 31 日 JICA 広報部 Facebook英語（トンガ、パラオ） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=314069330917002&set=pcb.314069450916990 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=314069330917002&set=pcb.314069450916990


No 掲載日 掲載媒体 

35 2022 年 5 月 31 日 JICA 広報部 Facebook日本語（JICA DX） 

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo?fbid=389269883239511&set=a.313966447436522 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/photo?fbid=389269883239511&set=a.313966447436522


No 掲載日 掲載媒体 

36 未定（作成中） 2022 年版 JICA年報 

URLリンク先 なし 

 

No 掲載日 掲載媒体 

37 2022 年 6 月 隔月刊 重症集中ケア 6・7 月号（国際協力からの事例） 

URLリンク先 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 



 

 

 

 



No 掲載日 掲載媒体 

38  2022 年 6 月 6日  
 

インドネシア Facebook 英語版  

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=318435650480370&set=pcb.318435843813684 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=318435650480370&set=pcb.318435843813684


No 掲載日 掲載媒体 

39  2022 年 6 月 15 日  インドネシア（日本語）Facebook  

URLリンク先 https://www.facebook.com/photo/?fbid=399111132255386&set=pcb.399111338922032 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=399111132255386&set=pcb.399111338922032


No 掲載日 掲載媒体 

40  2022 年 6 月 15 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（インドネシア③） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220629.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220629.html


No 掲載日 掲載媒体 

41 2022 年 7 月 15 日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（グアテマラ②）  

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220715.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220715.html


No 掲載日 掲載媒体 

42  2022 年 8 月 2日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（メキシコ③）  

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220802.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220802.html


No 掲載日 掲載媒体 

43 2022 年 8 月 30 日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（中南米）  

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220830.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220830.html


No 掲載日 掲載媒体 

44 2022 年 9 月 16 日  JICA 技術協力ウェブサイト ニュースレター（トンガ②）  

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220916.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220916.html


No 掲載日 掲載媒体 

45 2022 年 9 月 20 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（ケニア④） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220920_01.html 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220920_01.html


No 掲載日 掲載媒体 

46 2022 年 9 月 20 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（インドネシア④） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220920_02.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220920_02.html


No 掲載日 掲載媒体 

47 2022 年 9 月 27 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（バングラデシュ①） 

URL リンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220927.html 

 

 

No 掲載日 掲載媒体 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220927.html


48 2022 年 9 月 27 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（中南米） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220927_02.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 掲載日 掲載媒体 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220927_02.html


49 2022 年 9 月 30 日  JICA ウェブサイト ニュースレター（アフリカ） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220930.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 掲載日 掲載媒体 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20220930.html


50 2022年 11月 24日  JICA ウェブサイト ニュースレター（フィジー①） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20221124.html 

 

 
 

 

 

No 掲載日 掲載媒体 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20221124.html


51 2022年 12月 20日  JICA ウェブサイト ニュースレター（パラオ③） 

URLリンク先 https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20221220.html 

 

 

https://www.jica.go.jp/project/indonesia/026/news/20221220.html


 
 

資料 4_多言語化した研修教材パッケージの詳細 

 



1 

 

表 1 リアルタイム型オンライン研修の研修動画（西語）  

No 動画タイトル画面  動画詳細  

 

 

 

1 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：蘇生・蘇生後管理  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語 

長さ：15分 06 秒  

リンク先：https://youtu.be/MdhOCOy_gAg  

 

 

 

2 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：人工呼吸管理  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：26分 31 秒  

リンク先：https://youtu.be/RNlT9UpbncA  

 

 

 

3 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：ショック  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：11分 08 秒  

リンク先：https://youtu.be/QjFBwNbd0Vo  

 

 

 

4 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：敗血症  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：26分 19 秒  

リンク先：https://youtu.be/f5kzbtAT480  

 

 

 

5 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：栄養療法  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：17分 39 秒  

リンク先：https://youtu.be/yiUZO72Xx9c  



2 

 

 

 

6 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する感染対策・家族ケア  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：13分 23 秒  

リンク先：https://youtu.be/OySHy_zDThI  

 

 

 

7 

 

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する治療  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：14分 22 秒  

リンク先：https://youtu.be/XuDcRWrnSio  

 

 

 

8 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：重症患者のモニタリング  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：26分 48 秒  

リンク先：https://youtu.be/pH2LAce3M-g  

 

 

 

9 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：呼吸のフィジカルアセスメント  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：26分 26 秒  

リンク先：https://youtu.be/67dUSUExL08  

 

 

 

10 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：循環のフィジカルアセスメント  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：32分 21 秒  

リンク先：https://youtu.be/JT39LbWK0oU  



3 

 

 

 

11 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：敗血症患者の看護  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：31分 36 秒  

リンク先：https://youtu.be/dyxFsBW3s7U  

 

 

 

12 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：集中治療後症候群  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：30秒 01 秒  

リンク先：https://youtu.be/0waOc1IwnUk  

 

 

 

13 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する感染対策・家族ケア  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：20分 48 秒  

リンク先：https://youtu.be/xPNEW2MtAms  

 

 

 

14 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する治療  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：西語  

長さ：20分 11 秒  

リンク先：https://youtu.be/tn2mc8LEP_k  

  

表 2 リアルタイム型オンライン研修の研修動画（仏語）  

No 動画タイトル画面  動画詳細  

 

 

 

1 

   コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：蘇生・蘇生後管理  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：16分 55 秒  

リンク先：https://youtu.be/KrJ5uXw0lh4  



4 

 

 

 

2 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：人工呼吸管理  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：29分 20 秒  

リンク先：https://youtu.be/3JhanId7G20  

 

 

 

3 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：ショック  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：13分 22 秒  

リンク先：https://youtu.be/al0J6S7qr5I  

 

 

 

4 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：敗血症  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：30分 26 秒  

リンク先：https://youtu.be/Y7diT855Mwg  

 

 

 

5 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：栄養療法  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：18分 33 秒  

リンク先：https://youtu.be/OftdmqwvPQc  

 

 

 

6 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する感染対策・家族ケア  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：14分 28 秒  

リンク先：https://youtu.be/gzQynLnxxB4  



5 

 

 

 

7 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する治療  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：19分 07 秒  

リンク先：https://youtu.be/qbbB3qhLOMw  

 

 

 

8 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：重症患者のモニタリング  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：28分 31 秒  

リンク先：https://youtu.be/5YOENUoKa5c  

 

 

 

9 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：呼吸のフィジカルアセスメント  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：28分 14 秒  

リンク先：https://youtu.be/iMiCX-urn0I  

 

 

 

10 

  コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：循環のフィジカルアセスメント  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：39分 00 秒  

リンク先：https://youtu.be/7mrtCdmgj70  

 

 

 

11 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：敗血症患者の看護  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：38分 14 秒  

リンク先：https://youtu.be/cW9rPUkL5E4  



6 

 

 

 

12 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：集中治療後症候群  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：38秒 25 秒  

リンク先：https://youtu.be/MGFCxqBxrtg  

 

 

 

13 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する感染対策・家族ケア  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：23分 12 秒  

リンク先：https://youtu.be/UIIHlp9ZUDg  

 

 

 

14 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する治療  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：仏語  

長さ：24分 49 秒  

リンク先：https://youtu.be/Y5wlVgBn3DM  

  

表 3 リアルタイム型オンライン研修の研修動画（葡語）  

No 動画タイトル画面  動画詳細  

 

 

 

1 

   コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：蘇生・蘇生後管理  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：20分 39 秒  

リンク先：https://youtu.be/KrJ5uXw0lh4  

 

 

 

2 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：人工呼吸管理  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：35分 12 秒  

リンク先：https://youtu.be/z9A7wbQf2G8  



7 

 

 

 

3 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：ショック  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：12分 50 秒  

リンク先：https://youtu.be/lv9Epz-kHZA  

 

 

 

4 

  コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：敗血症  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：31分 37 秒  

リンク先：https://youtu.be/uxoYLfliRBY  

 

 

 

5 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：栄養療法  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：19分 21 秒  

リンク先：https://youtu.be/lRWaz-BGFss  

 

 

 

6 

  

  

コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する感染対策・家族ケア  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：16分 19 秒  

リンク先：https://youtu.be/4pZYSS5a_y8  

 

 

 

7 

  コース名：集中治療の基礎・医師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する治療  

対象者：集中治療が専門でない医師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：18分 23 秒  

リンク先：https://youtu.be/xKb0EKjt840  



8 

 

 

 

8 

   コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：重症患者のモニタリング  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：37分 54 秒  

リンク先：https://youtu.be/DiMnXybypqE  

 

 

 

9 

  コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：呼吸のフィジカルアセスメント  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：32分 23 秒  

リンク先：https://youtu.be/ZZzcHovYVqk  

 

 

 

10 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：循環のフィジカルアセスメント  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：39分 24 秒  

リンク先：https://youtu.be/AmzP7K0KzMI  

 

 

 

11 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：敗血症患者の看護  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：24分 20 秒  

リンク先： https://youtu.be/z52LVq79PwY  

 

 

 

12 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：集中治療後症候群  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：35秒 42 秒  

リンク先：https://youtu.be/EtFv_bu9PHg  



9 

 

 

 

13 

  コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する感染対策・家族ケア  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：22分 13 秒  

リンク先：https://youtu.be/e4VMalcIuO8  

 

 

 

14 

  

  

コース名：集中治療の基礎・看護師用オンライン研修  

タイトル：COVID-19に対する治療  

対象者：ICU で重症患者をケアしている看護師  

メディア媒体：MP4形式  

言語：葡語  

長さ：23分 07 秒  

リンク先：https://youtu.be/enJRiScUcrM  
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横断的セミナー報告書 
作成日：2022 年 6 月 11 日 

実施日時 2022 年 6 月 11 日 14 時～15 時 30 分 

主な運営病院(or 組織） ハサヌディン大学病院 

参加国（病院・職種） インドネシア RSUNHAS 医師 85 名 

              RSUNS 医師 1 名 

              RSUGM 医師 1 名 

ケニア    CGTRH 看護師 1 名 

パラオ    ベラウ国立病院 看護師 6 名 

フィジー   CWMH 看護師 11 名 

Labasa 病院 医師２名 

Lautoka 病院 医師 1 名 

トンガ    バイオラ病院 医師 5 名、看護師 2 名 

その他：16 名 

合計 131 名 

日本側参加者 JICA 本部 1 名 

プロジェクト側：中川、鴻池、市村、瀧、Fatema 、仲里、高田、エドリス、加

瀬、菱田、佐々木、藤原、長澤、田口、（14 名） 

セミナー講師 川口 敦 聖マリアンナ医科大学 教授 

セミナー内容 1. RSUNHAS 医師による症例発表「肺水腫による切迫した呼吸不全＋CAPD

中の慢性腎臓病ステージ V＋グレード 2 の高血圧」 

2. 川口敦医師による講演「重症小児における非侵襲的人工呼吸／高流量経鼻

酸素療法」 

3. ディスカッション、Q&A セッション 

セミナー成果・課題・ 

今後への提言 

・今回のセミナーでは 、インドネシアだけでなく、パラオ、トンガ、フィジー、

ケニアにも参加を呼び掛けたところ積極的な参加があった。 

・川口医師は、High Nasal Flow Therapy について、有名な研究・学術誌のエビ

デンスを用いながら簡潔にまた理論と実践を交えて聴衆が理解しやすい内容で

説明を行った。また RSUNHAS の研修医が発表した「呼吸不全」の症例について

は、ディスカッションの際に、川口医師からアドバイスがあった。 

・症例についてのディスカッションの後、研修医を含めたセミナー参加者から、

HNFT の管理、HNFT と NIV のどちらを選択するかなどについての質問があり、

川口医師は自身の経験を交えてすべての質問に回答した。 

・本セミナーを担当した RSUNHAS の医師責任者からは、「今回のディスカッシ

ョンやエビデンスに基づいたプレゼンテーションが、UNHAS の PICU の治療と

管理レベルの向上に役立った」と述べ、「またこのような機会は若い研修医の能
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力開発に役立ち、PICU 患者を治療する上での自信につながるだろう」との感謝

の言葉が述べられた。 

・本セミナーではインドネシア以外の国から看護師の参加があったが、看護師の

参加を想定はしていなかったため、全ての参加者に有意義な内容であったか疑問

が残る。そこで、事前に参加対象者を絞ることによって、特定の議題に対して深

く議論を行うことができる。 

・先進国でも途上国における医療でも共有の話題、同じプラットフォームでディ

スカッションができる話題があることが明らかとなった。それをいかに拾い上げ

ることができるかが重要となる。 

全体総合評価 

(アンケート結果) 

アンケート結果・分析・評価（6/17、10 時時点 86 名回答） 

-アンケート結果 

（問 1-5） 

アンケート回答者のうち約 80％が、インドネシアからの参加者であった。インド

ネシア以外からはケニア、トンガ、パラオ、フィジーの参加者から回答があった。

女性の回答率が 70％を少し上回った（参加者全体の男女比は未確認のため不明）。

また、インドネシア以外の国の回答者の中には看護師からの回答があった。 

（問 6-8） 

選択式質問のうち、セミナーの内容が興味や仕事に関わってくるか（問 6 と問 7）

という設問には、いずれも評価の高い回答が集中していた。一方で、セミナー時

間に関しては（問 8）、当初予定していたセミナーの時間を 30 分程度超過したた

め、6 割を超える回答者が「長い」の回答を選択した。 

（問 9-10） 

自由回答（問 9, 問 10）に対し、2 問とも 8 割以上が回答を記載し、その内容か

ら今回のセミナーで扱った内容や今後さらに学びたい関連事項に関するコメン

トの記載が多く、セミナーに対する関心の高さが推測でき、参加者の意欲の高さ

を伺うことができた。 

 

-分析・評価 

今回のセミナーは、小児医療をテーマにするものであることを事前に告知してい

たため、アンケートの回答者の半数近くが小児科勤務の医療従事者であった。但

し、アンケートの回答方法から正確な数の把握が困難であり、これは今後の改善

点である。 

セミナーの内容に関する興味・関心ならびに自身の業務への有効性に関する問に

対しては高い評価を得た。これは、参加者の多くが小児治療に関わる業務に携わ

っており、本セミナーのような機会に、積極的に知見を広げたいという意欲をも

って参加していることが窺えるものであった。本アンケートの結果を通して、急
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性期小児診療をテーマとするセミナーは、多くの国においてニーズがあることが

確認された。 

※アンケートの質問内容及び結果を添付資料にとして本報告書に添付  
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1. Name of participant

2. Sex

3. Occupation

4. Hospital

5. Country

6. How relevant was the seminar contents to your need and interest?

7. How do you rate the contents? ("Was the seminar useful for your work?")

8. What do you think about the seminar time?

9. What was the most interesting topic in the seminar? 

10. What was the topic you needed more explanation about in the seminar? 
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What was the topic you needed more explanation 
about in the seminar? 

日本語 

Ventilator 人工呼吸器 
Resucitation Fluid in emergency case  緊急時の輸液蘇生 
Explain again oxygen washout 酸素洗い出し 
Fluid management in critically ill pediatric 
patient 

重症小児患者の輸液管理 

Use of high flow Vs NIV 高流量 VS 非侵襲的喚起 
initial setting 初期設定 
Ventilator Mekanic 人工呼吸器整備 
Other mechancal ventilation 他の人工呼吸器 
When to wean off from use of high flow cannula. HFNC（高流量経鼻療法）の取り外しの

タイミング 
Fluid management on invasive patient 侵襲的患者の輸液管理 
The time for weaning 人工呼吸器取り外しのタイミング 
invasive ventilation 侵襲的換気 
ARDS 急性呼吸窮迫症候群 
Sepsis 敗血症 
Emergency cases and the treatment 緊急時の対応と治療 
Resusitation neonatus 新生児蘇生 
High flow nasal kanul 高流量経鼻療法 
 Non invasive mechanical ventilator 非侵襲的人工呼吸器 
Tatalaksana kedaruratan aritmia  不整脈の緊急管理 
Pneumonia dan asma 肺炎と喘息 
ERIA 小児救急・集中治療 
about leukemia 白血病 
Resuscitation update 心肺蘇生 
Setting ventilator dan modus yang digunakan 人工呼吸器の設定および使用されるモ

ード 
About hematology 血液学 
Infection case 感染症の症例 
How to setting mechanic ventilator  人工呼吸器の設定 
Picu 小児集中治療室 
Non Invasif mechanical therapy 非侵襲的人工呼吸器療法 
High flow oxygen teraphy 高流量酸素療法 
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syok ショック 
Case selection criteria for HFNO in paediatrics 小児科における高流量酸素療法の症例

選択基準 
Care of the very sick child 重症小児患者のケア 
High nasal flow in critically ill child 重症小児患者の高流量経鼻療法 
Very good seminar but I want to include 
newborn with high flow if can next time.  Babies 
with respiratory disease syndrome (RDS).   

新生児の高流量経鼻療法と新生児の呼
吸窮迫症候群 

Mechanical Ventilation  人工呼吸器呼吸窮迫症候群 
 
（４）質疑応答 質問一覧 
1. What is the indication of weaning? What indicators do we use? 

2. Is there any minimal flow for HFNC in young children? 

3. In TOF patients with a history of cyanotic spell, can NIV or HFNC be given? 

4. Can gastrointestinal post-op patients be given NIV and HFNC, considering that if the patients were 

tachypneu, it can increase meteorismus and surgical wounds failed to heal? 

5. How long is the use of NIV and HFNC usually used in post gastrointestinal surgery patients? 
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アフリカ地域横断的セミナー報告書 

作成日：2022 年 8 月 26 日 

実施日時 2022 年 8 月 25 日 20:00-21:00 （日本時間） 

主な運営病院(or 組織） コーストジェネラル教育レフェラル病院（ケニア）、マプト中央病院（モザンビー

ク）、ダラルジャム病院（セネガル） 

参加国（病院・職種） ケニア    CGTRH 医師 1 名 

看護師 6 名 

モザンビーク CHM  医師  4 名 

           看護師 4 名 

セネガル   DJH  医師  4 名 

           看護師 9 名 

その他：24 名 

合計 49 名 

日本側参加者 JICA 本部 2 名  

JICA セネガル事務所 1 名 

プロジェクト側：中川、中川（悠）、市村、船山、鈴木、仲里、野澤、エドリス、

安食、松田、加藤、通訳 3 名（14 名） 

セミナー講師 中川（悠）、市村 

セミナー目的 3 カ国が交流・意見交換することで、お互いの国の医療への理解を深めること。 

セミナー内容 1. 講師自己紹介、プロジェクト概要紹介、セミナーの目的・ルール 

2. 各国の医療事情と各病院の紹介、各病院に対する講師からの印象・コメン

ト、スケジュールドケア（SC）に対する各病院のコメント 

3. 各国間の質疑応答 

4. 閉会 

3 カ国の SC に対する意見 （ケニア看護師）プロジェクトはとても素晴らしく、COVID-19 だけでなく、他

の重症患者の診療に役立っている。 

（ケニア医師）プロジェクトに従事している方々の努力に感謝する。素晴らしい

ことの第 1 はスケジュールドケアで症例に基づく発表で診療に役立っている、よ

り頻繁に行ったらよいと思う。第 2 は新しい ICU で、我々の対応能力を拡大し

た。 

（モザンビーク医師）スケジュールドケアは素晴らしく、日本とモザンビーク両

国の経験を共有することができている。またこの機会を通じ、他のアフリカの

国々との経験を共有することができる。COVID-19 の対応だけでなく、他の感染

症の対応に重要な役割を果たしており、我々の対応も改善している。 

（モザンビーク看護師）プロジェクトは COVID-19 対応の重要な課題を解決し、

診療方法について提言してくれる。 
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（セネガル医師）プロジェクトは素晴らしく、技術や能力を改善してくれている。

大変高い技術レベルの意見交換ができており、患者対応のパラダイムを変えるこ

とに役立っている。我々は意見を交換し、それを診療に役立てている。これらは

我々の診療サービスに重要である。ECMO の重要性も教えてくれた。 

（セネガル看護師）スケジュールドケアは我々のヘルスケアを改善してくれた。

そこで、日本の看護師と意見を交換することができ、看護技術やケアについて教

えてくれた。特に呼吸器疾患患者の対応や、患者の体位を変更することなどを学

び、それは実践に役立っている。 

質疑応答の内容 （ケニア医師からのモザンビーク医師への質問） 

Q：我々アフリカ各国は ICU 治療のために限られた資源しか持っていない。この

ような中で患者の対応にどのような課題を抱えているか？ 

A：我々は COVID-19 患者の対応に苦慮した。１つには患者の数、もう 1 つには

資材、機材、ツールがないことである。特に鼻高流量（Nasal high flow）や人的

資源である。その中でも我々は工夫を凝らし、多くの改善ができたと思っている。 

 

（モザンビーク医師からセネガル医師への質問） 

Q：COVID-19 対応の主な課題は何か？どのように重症症例や多くの患者数に対

応したか？ 

A：第 1 の課題は病床数である。1000 人の患者に対し、0.3 床しかない。しかし、

我々の病院は国の中で最大の COVID-19 対応の病院である。第 2 の課題は組織

的課題である。患者を死亡させないようにどのように自らを組織するのかが問わ

れている。 

 

（セネガル医師からケニア医師への質問） 

Q：スケジュールドケアの中で、日本との間で最も大きな違いを感じたのは、科

学的知識かそれともロジスティック（機材など）の点か？ 

A：私が感じたのは、科学的知識は同じだと感じた。しかしロジスティックの問

題は違うと感じた。 

 

（ケニア看護師からセネガル看護師への質問） 

Q：COVID-19 対応において人的資源や技術以外の課題は何だったか？ 

A：主な課題は医療従事者にあまりにも多くの仕事がのしかかったことである。 

 

（セネガル看護師からモザンビーク看護師への質問） 

Q：スケジュールドケアで私が最もありがたかったのは、患者の体位転換の仕方

と挿管している患者に対するケアである。あなた方はスケジュールドケアでのア
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ドバイスで得たものは何か？ 

A：最も大事なのは腹臥位だが、人材不足でなかなか毎日これをすることはでき

ない。しかし我々は努力して改善しようとしている。COVID-19 対応だけではな

く、他の病気に対してもそうだ。 

 

（モザンビーク看護師からケニア看護師への質問） 

Q：COVID-19 蔓延の時期、多くの看護師が感染して家族にも負担をかけた。あ

なた方はどのようにその家族に対するインパクトに対処したか？ 

A：我々は COVID-19 対応のために、特別な訓練をした。どのように COVID-19

隔離病棟に入るか、特にどのように隔離病棟から出るか、その対策が最も重要で

あった。 

閉会の辞 (平岡氏) 本日 3 国間での交流ができたことは良かったと感じた。もう少し本プ

ロジェクト期間があるので、最後までスケジュールドケアでのアドバイスから学

び、3 国間のネットワーキングもしてほしい。 

（モハメッド医師）我々はこのスケジュールドケアのアドバイスで次の COVID-

19 対応の準備ができた。今後 Tele-medicine は、我々のような人的資源不足があ

る中で、ますます重症患者治療に重要となってくるだろう。 

所感 運営面では、通訳と質疑応答を工夫した。 

前者に関しては、参加する 3 カ国が異なる言語であるため、開催に当たって検討

した点である。当初は Zoom 会議の通訳機能をオンにして、葡語・仏語の 2 名を

オンライン上で指定することも考えたが、聞きたい通訳を切り替えるのに苦慮し

たり、特に葡語話者と仏語話者が会話する際に通訳同士のコミュニケーションが

できないことがテスト時に判明したりして、断念した。最終的にはオンライン上

では英語を主とし、モザンビークとセネガルのそれぞれの病院の会場に現地通訳

を配置して同時通訳することとした。これにより、オンライン上で複数言語が飛

び交って時間を浪費する問題を解決でき、スムーズな運営を実現できた。 

後者では、あらかじめ質問者と質問する先を決めておき、決まった順番に質疑応

答を行った。これにより、質問者が事前に質問を考えることができ、間が開くこ

ともなく、質疑応答のセッションがとても円滑に進んだ。 

全体としては、開始 15 分前には 3 病院の会場からの接続が完了するなど、参加

者の意欲がとても感じられた。言葉も文化も異なる 3 カ国の医療従事者がお互い

に質問し合い、お互いの医療事情を知り合えたため、目的は達せられたと考えら

れる。 

T-ICU 追記 

医師 

他の方の記載にもある通りだが、アフリカ 3 カ国からの参加であり、かつ言語が
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異なることが運営の上での最大のハードルとなった。この点は、質疑応答の順番

を密に決めるなどで、対応は十分にできたと思われる。周知もしっかりしていた

だけたので、開始も予定通りでき、アフリカ多国間の連携でも、準備を整えるこ

とで十分に対応できることが分かったのは良い収穫となった。 

各国医師のコメントから、当プロジェクトへの満足感を知り得ることができたの

は我々としても感無量である。また、医療はなかなか多国間交流がない（自国の

やり方が優先され視野が狭くなりうる）中で、他国の医師へ質問、それに答える

という形式により、新たな交流もうまれ、かつ刺激も受けたと思われる。今後の

自国の医療発展の一助になってくれていると信じたい。 

看護師 

３か国の交流を図ることを目的に本セミナーを企画・開催した。３か国共にスケ

ジュールドケアの感想において、多くの学びを得ていることがわかった。これま

でのスケジュールドケアの中では、具体的にどのような学びに繋がっているのか

が明らかではなく、各施設の看護師自身の言葉で述べられた事に大きな意義があ

ると感じる。特にセネガルでは、これまでのスケジュールドケアでは医師が同席

し、質問に対しても看護師自らの言葉で回答することがなかったため、貴重な機

会となった。 

同じアフリカ地域と言えども言語が異なる３か国であり、交流を図ることは容易

なことではないが、このような機会に他国の看護師と短時間ではあるが交流が図

れたことは良い機会が提供出来たのではないかと考える。 

全体総合評価 

(アンケート結果) 

アンケート結果・分析・評価 

- アンケート結果 

（問 1-5） 

アンケート回答者の内、約半数がダラルジャム病院（セネガル）、また、約半数が

マプト中央病院（モザンビーク）で、コーストジェネラル教育リファラル病院（ケ

ニア）からのアンケート回答者は少なかった。 

 

（問 6-9） 

選択式質問のうち、セミナーの内容が興味や仕事に関わってくるか（問 6 と問 7）

という設問には、いずれも評価の高い回答が集中していた。また、セミナーの開

催時間については、約 30％がちょうどよい、と選択した。「長すぎる」「短すぎる」

といった回答は 2 割前後にとどまった。 

 

（問 10） 

自由回答（問 10）に対し、ほとんどすべての人が回答を記載し、その内容から今

回のセミナーで扱った内容や今後さらに学びたい関連事項に関するコメントの
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記載が多く、セミナーに対する関心の高さが推測でき、参加者の意欲の高さを伺

うことができた。 

 

- 分析・評価 

今回のセミナーの内容としては、他地域のように特定のテーマを扱う講義形式の

セミナーではなく、他国との交流を目的としたセミナーのため、コメントからは

交流を行うことによって、重症患者への看護改善ができるととても高い評価を得

た。 

「意見交換はもっと頻繁に行われるべき」との意見があったように、本アンケー

トを通して、同地域他国との交流はそれぞれの国においてニーズがあることが確

認された。 

※アンケートの質問内容及び結果を添付資料として本報告書に添付 
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添付資料

（１）アンケートの質問内容

1. Participants’ name

2. Sex
3. Occupation
4. Hospital
5. Country
6. How relevant was the content of the seminar to your needs and interests?
7. Was the seminar useful for your work?
8. What did you think about the duration of the seminar?
9. How relevant to your work was the content of the presentations by the other hospitals?
10. What did you think of this seminar? Please write your opinion below.

（２）アンケート結果(一部抜粋)
2. Sex (N=29)

9
31%

20
69%

Sex

male female
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3. Occupation (N=29)

4. Hospital(N=29)

1
3%

17
59%

11
38%

Occupation

unknown Nurse/infirmiers/Enfermeira Doctors/Medicin/Medico

13
45%

14
48%

2
7%

Hospital

Dalal Jamm Hospital Hospital Central de Maputo
Coast General Teaching &Referral Hospital
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5. Country(N=29)

6. How relevant was the content of the seminar to your needs and interests? (N=29)

13
45%

14
48%

2
7%

Country

senegal mozambique kenya

18
62%

9
31%

2
7%

0
0%

0
0%

How relevant was the content of the seminar to
your needs and interests?

5 4 3 2 1
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7. Was the seminar useful for your work? (N=29)

8. What did you think about the duration of the seminar? (N=29)

19
66%

7
24%

2
7%

1
3%

0
0%

Was the seminar useful for your work?

5 4 3 2 1

4
14%

13
45%

9
31%

1
3% 2

7%

What did you think about the duration of the
seminar?

5 4 3 2 1
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9. How relevant to your work was the content of the presentations by the other hospitals?
(N=29)

18
62%

9
31%

1
4%

1
3%

0
0%

How relevant to your work was the content of
the presentations by the other hospitals?

5 4 3 2 1
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10. What did you think of this seminar? Please write your opinion below. 

(ケニア回答) 

・To be done more frequent to exchange ideas  

・As the Kenyan team we had an opportunity to interact with health workers from the other two 

countries.  That was good. 

 

(セネガル回答)（英訳は文の下記に記載） 

・Cest intructif 

（英）It is intructive 

・Tre pertinent  

（英）Very relevant 

・Très intéressant ça nous permis de faire des échanges avec les autres pays  

（英）Very interesting it allowed us to make exchanges with other countries 

・Une nouvelle découverte pour la prise en charge des patients en covid 19 

（英）A new discovery for the management of patients in covid 19 

・C'était très important et intéressant  

（英）It was very important and interesting 

・Enrichissant. 

（英）Enriching. 

・Sa été formidable  

（英）It’s been great 

・Très interessant 

（英）Very interesting 

・Interressant 

（英）Interesting 

・C'est un plaisir d'y participer sur la nouvelle technologie car c'est un pas de plus  

（英）It is a pleasure to participate on the new technology because it is a step further 

・Pertinent  

（英）Relevant 

・Tres intéressant  

（英）Very interesting 

・Interesssent 

（英）Interesting 
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(モザンビーク回答) （英訳は文の下記に記載。一部英語のみの記載有） 

・Foi bom! Deu para perceber que estamos todos em busca de alternativas melhoradas para nossos 

pacientes  

（英）It was good! I could see that we are all searching for better alternatives for our patients. 

・O seminario foi bom, tinha informação  bastante importante para prática  medica regional 

（英）The seminar was good, it had very important information for regional medical practice 

・Foi interessante e muito elucidativo para a gestão  dos doentes críticos e permitiu conhecer outrs 

realidades de africa: kenya,senegal.... 

（英）It was interesting and very enlightening for the management of critically ill patients and 

allowed to know other realities of africa: kenya,senegal.... 

・Fue muito bom y útil , pudimos conocer como manejamos está doensa , uniendo conocimiento para 

tratar doensas futuras con mejor control y organizacion 

（英）It was very good and useful, we were able to know how we manage this dense, joining 

knowledge to deal with future dense with better control and organization. 

・O seminário é muito importante,  é uma forma de aumentar o conhecimento e melhorar o nosso 

empenho nos cuidados ao paciente internado bem como no apoio a familia 

（英）The seminar is very important, it is a way to increase knowledge and improve our 

commitment to inpatient care as well as family support 

・Foi muito importante e relevante no meu aprendizado, pois algumas práticas que tinha algumas dúvidas 

deu para sanar 

（英）It was very important and relevant in my learning, because some practices that I had some 

doubts I was able to solve. 

・It was great. It allowed us to interact and enrich our knowledge and management of intensive care 

patients. 

・It was very useful, the sharing of opinions and challenges from each country was also good and 

thank you to Japanese cooperation for this opportunity 

・It was good, interesting and elucidative for our reality. 

・It was very useful. We learned a lot about the conduct of in the more developed country that is Japan, 

and we think we are on a good path. 

・The seminar was very important for the exchange of experience. We improved our nursing care in 

critically ill patients. It was a good seminar. 

・It was very interactive. That helped to develop our skills in exchanging information. Also, we came 

to know our limitations as well as our abilities for adaptation. 
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中南米地域横断的セミナー報告書（医師） 
作成日：2022 年 9 月 25 日 

実施日時 2022 年 8 月 30 日 22 時～24 時 

主な運営病院(or 組織） プロジェクトチーム 

参加国（病院・職種） メキシコ      オーラン総合病院 医師 21 名 

               バジャドリド病院 医師 11 名 

グアテマラ     サンビセンテ病院 医師 22 名 

エルサルバドル   エルサルバドル病院 医師 25 名 

ボリビア      サンタクルス日本病院 医師 12 名 

    オブザーバー 医師 1 名 

合計 91 名 

日本側参加者 JICA 本部 1 名、メキシコ事務所 1 名、ボリビア事務所 4 名（計 6 名） 

プロジェクト側：菱田、森口、市村、鈴木、二階堂、近藤、仲里、高田、田辺、

現地コンサルタント 4 名、通訳 1 名（計 13 名） 

その他：1 名 

合計 20 名 

セミナー講師 川上 大裕  飯塚病院集中治療科 医師長 

セミナー内容 1. 川上医師による講演「ICU における輸液戦略」 

2. ディスカッション、Q&A セッション 

セミナー成果・課題・ 

今後への提言 

・当セミナーでは 、エルサルバドル、ボリビア、グアテマラ、メキシコの中南米

4 か国から、プロジェクト対象の計 5 病院の医師ら 90 名に加え、ボリビアから

は先方の要望により別病院からのオブザーバー参加もあった。対象病院同士が顔

を合わせるのは初めてであったため、冒頭に各病院代表者がそれぞれの病院の簡

単な紹介をする場を設けた。 

・限られたセミナー時間を有効活用するため、当セミナーでは講師が作成した講

義資料と台本を事前にスペイン語に翻訳し、セミナーでは冒頭の講師挨拶の後は

通訳者がまず台本を読み上げる形で講義が開始された。ICU における輸液療法に

関して日本の第一人者であり研究、出版もされている講師の川上先生が輸液をす

る理由、指標、必要性、急性期戦略を分かりやすくまとめた講義を準備され、短

時間でできるだけ内容の濃いセミナーとなった。 

・テーマの ICU における輸液戦略は、ショックの患者への補液をするべきかど

うかの判断は ICU で毎日のように遭遇するにも関わらず、確立した単一の指標

が無く、適切に輸液治療を行うためには、数多くのパラメーターを適切に用いる

必要があることから、集中治療医としての知識と能力が問われる非常に大事なテ

ーマとして選定した。これらの課題やテーマに基づき、講義  と質疑応答の機会

を持った結果、「ほとんどの患者で毎日行われる治療であるためこのセミナーは



2 
 

集中治療の分野で非常に重要だ」といった反響があった。 

・アンケートへの回答を促すため、セミナーのチャット欄でのアンケートリンク

共有の他、研修等で活用しているスマホアプリの各病院グループでもリンクを共

有した。その結果、実際はセミナーに参加していないにも関わらずアンケートに

のみ回答した人が数名いた。本セミナーでは参加証を授与する事となったため、

実際の参加者を特定するには各国の現地コンサルタントによる地道な確認作業

が必要となった。このような大規模の遠隔セミナーで参加証を発行する場合、参

加確認方法に留意する必要がある。この点、対面でのセミナーとは異なり、より

配慮が必要と感じた。 

・質疑応答では、各病院から日本側への質問の他、他国の質問で取り上げられた

ケースが非常に興味深い等と言ったコメントをする参加者もあり、時間が限られ

た中ではあるが参加者間の意見交換の場ともなった。また、セミナー終了後に

C/P らより、病院間の交流を開始したいと自主的に申し出があった事は大きな成

果である。日本側で各病院のコンタクトパーソンの連絡先情報をまとめて共有

し、ボリビアの C/P が中心となって今後進めていく予定である。必要に応じて日

本側でサポート、フォローをしていく。また、各国の報告により、日本側として

も各病院での実践状況を確認することができた。 

全体総合評価 

(アンケート結果) 

アンケート結果・分析・評価（9/2、12 時時点 73 名回答） 

-アンケート結果 

（問 1-5） 

アンケート回答者の男女比はおよそ１対 1 で、40%にあたる 29 人がエルサルバ

ドル病院所属で最も多く、ボリビアのサンタクルス日本病院所属が 6 人で最も少

なかった。その他 3 病院に関してはいずれも 10～14 人で同等の回答数があった。 

（問 6-8） 

選択式質問のうち、セミナーの内容が興味やニーズに合致しているか、また仕事

に役立つか（問 6 と問 7）という設問には、いずれも 80%以上が最も高い評価を

下し、否定的な回答は一人もいなかった。セミナー時間に関しては（問 8）、半数

以上が「適切」と答えた一方で、37%が「長い」、12%が「短い」と回答し、意見

が分かれた。 

（問 9-1） 

自由回答（問 9、問 10、問 11）に対し、8 割以上が回答を記載し、その内容から

今回のセミナーで扱った内容や今後さらに学びたい関連事項に関するコメント

の記載が多く、セミナーに対する関心の高さが推測でき、参加者の意欲の高さを

伺うことができた。追加の説明が必要な内容として、一番多かった回答に「臨床

例」や「ショックの種類／治療」などが挙げられた。一方で、半数以上が「特に

なし」「十分であった」等と回答している。セミナー全体の感想としては大多数が
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「とても良かった」と回答しており、「各病院の仕組みと、学んだことがどのよう

に実践されているかを知ることができるので、すべての国を統合することは非常

に興味深い」「多国間の情報共有／意見交換が良かった」「他国、他病院との交流

が非常に良かった、ダイナミックだった」など、地域横断的な形式に対する肯定

的なコメントや、「ほとんどの患者に毎日与えられるアプローチであるため、集

中治療の分野で非常に重要なセミナー」「毎日この種の問題に直面しており、こ

れらのセミナーで患者のためにより良い決定を下すことができる」などと、テー

マが良かったとの回答が目立った。1 名が「事前にテーマを共有して欲しい」と

回答していたが、講義資料の事前共有はしているため現地側の調整不足と思われ

る。参考文献情報が欲しいといったコメントも 2 名からあった。 

-分析・評価 

予定時間を 30 分ほど超過したこともあり、アンケート回答者の 4 割近くがセミ

ナー時間が長かったと回答しているが、それ以上の参加者が時間に関して「適切」

と回答しており、このように複数国、複数の時間帯、そして 100 名以上の参加者

がいるこのようなセミナーでは全員が満足する時間設定は極めて難しい。本アン

ケートの結果を通して、集中治療における輸液戦略をテーマとするセミナーは、

多くの国においてニーズがあることが確認された。また、同じ言語圏であれば複

数国や複数の医療機関を対象としたこのような横断的セミナーの形式も非常に

評判が良い事が分かる。 

※アンケートの質問内容及び結果を添付資料にとして本報告書に添付  
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1. Name of participant

2. Sex

3. Occupation

4. Hospital

5. Country

6. How relevant was the seminar content to your needs and interests?

7. How do you rate the contents? ("Was the seminar useful for your work?")

8. What do you think about the seminar time?

9. What was the most interesting topic in the seminar?

10. What was the topic you needed more explanation about in the seminar?

11. What did you think about the seminar? Please write your opinion below.

2. (n=73)

4. (n=73)

36
49%37

51%
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5. (n=973

6. How relevant was the seminar contents to your needs and interests?

(n=73)

10
14%

14
19%

6
8%

29
40%

14
19% Valladolid General Hospital

Agustin O'Horan General Hospital

Japanese Hospital

El Salvador National Hospital

San Vicente Hospital

6

14

24

29

0

5

10

15

20

25

30

35

Bolivia Guatemala Mexico El Salvador

(n=73)
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12. Was the seminar useful for your work?

13. What do you think about the length of the seminar?

61
83%

10
14%

2
3%

How relevant was the seminar content to 
your needs and interests?

5 (Very relevant)

4 (Relevant)

3 (Appropriate)

2 (Not relevant)

1 (Not at all relevant)

60
82%

11
15%

2
3%

Was the seminar useful for your work? 

5 (Very useful)

4 (Useful)

3 (Somewhat useful)

2 (Not useful)

1 (Not at all useful)
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El manejo de fluidos en pacientes de cuidados 
intensivos
Shock y cuando utilizar fluidos 
La medición que se hace con el paciente en semi 
fuller  y acostado
Fluido terapia
la utilidad de los test de respuesta a fluidos
manejo del acido lactico y fluidoterapia
la importancia del gasto cardiaco
El manejo específicamente en pacientes críticos
La fisiología del uso de líquidos
Subrogado dinámicos de la respuesta a líquidos
Diagnóstico temprano de hipoperfusion tisular, 
acidosis láctica y tratamiento inmediato
Fluido terapia restrictivas
líquidos endovenosos y su aplicación clínica
V CI como indicator estatico V CI
uso de indicadores para manejo del shock
Falla metabólica que produce el shock
El manejo quirúrgico

14
19%

13
18%

37
51%

6
8%

3
4%

What do you think about the length of the 
seminar?

5 (Too long)

4 (Somewhat long)

3 (Appropriate)

2 (Somewhat short)

1 (Too short)
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Uso de fluidoderapia en pacientes con shock y 
técnicas de medición 

ショック患者への輸液療法の使用と測
定技術 

Fórmula para saber cuál es la cantidad de oxígeno 
que se está transportando 

運ばれている酸素量を知る式 

Sobre el uso de sondas SNG y SNY NG チューブおよび NJ チューブの使
用について 

Fluidos y monitorizacion 輸液とモニタリング 
 
（４）追加の解説が必要なセミナーの内容 
スペイン語 日本語 
Casos clínicos de ejemplo 臨床例 
Tipos de líquidos, manejo de pacientes renales  輸液の種類、腎疾患の管理 
Medicamentos 薬 
Uso de distintas herramientas para su medicion 測定のためのさまざまなツールの使用 
soporte en fluidoterapia 輸液療法のサポート 
la diversidad de los líquidos de infusión 輸液の多様性 
El uso de líquidos en pacientes con situaciones 
especiales renales, hepatopatas, cardiologicos 

特別な腎臓、肝障害、心臓病の患者にお
ける輸液の使用 

Los métodos invasivos  侵襲的方法 
Uso de cristaliodes cuál es el de uso inmediato 
recomendado 

推奨される即時使用であるクリスタロ
イドの使用 

Un manejo integral de líquidos no solo por via 
parenteral  

非経口を含む総合的な輸液管理 

los tipos de SHOCK  ショックの種類 
Diferencias de los líquidos más usados y 
enfoques clínicos  

最も使用される液体と臨床的アプロー
チの違い 

manejo antimicrobiano oportuno en caso se 
choque septico 

敗血症性ショックの場合のタイムリー
な抗菌管理 

Coloides  コロイド 
Fluido terapia en trauma de abdomen  腹部外傷における輸液療法 
La parte quirúrgica  外科的部分 
Intoxicaciones  中毒 
Aspectos especificos de monitoreo 
hemodinamico no invasivo 

非侵襲的血行動態モニタリングの特定
の側面 

La conducta a seguir 従うべき行為 
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Ventilacion mecanica monitorizacion  機械換気モニタリング 
Variables hemodinámicas  血行動態変数 
Ciclo de kreed クリードサイクル 
Cristaloide de preferencia  好ましいクリスタロイド 
Tratamiento de los diferente choques 様々なショックの治療 
Si para todos los tipos de shock se pueden 
manejar con líquidos y si no hay alguna 
complicación después si el shock no era 
hipovolemico 

はい、すべてのタイプのショックに対
して輸液で管理できます。後で合併症
がなければ、ショックが血液量減少性
のものではありませんでした。 

Si fuese posible más adelante el uso de aminas en 
paciente con Shock  

後で可能であれば、ショック患者への
アミンの使用 

Nutrición 栄養 
Me gustaria ver estado de choque ショックの様子が見たい 

 
（５）質疑応答 質問一覧 
1. ICU 入院患者の血行動態モニタリングに関して、専門家として侵襲的か非侵襲的な手法

どちらを選択するか？経済的な理由などからどちらか一つしか選べない場合。 

2. 腹内圧が高い外傷患者で止血をする必要がある場合やコンパートメント症候群（LCS）患

者など輸液反応をどう判断するか？指標は？ 

3. このような患者は肝臓に障害があるためにアシドーシスになったり腎障害や腹内心高圧

のために酸塩基並行異常などで乳酸や二酸化炭素の数値が信頼できなくなるので侵襲的な

措置が推奨されると思われるが当院ではあまりその可能性がないため非侵襲的な方法で役

に立てるものがあるか？ 

4. 輸液蘇生法でコロイドを利用したことがあるか？どの種類を推奨するか？ 
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中南米地域横断的セミナー報告書（看護師） 
作成日：2022 年 8 月 25 日 

実施日時 2022 年 8 月 19 日 22 時～24 時 
主な運営病院(or 組織） プロジェクトチーム 
参加国（病院・職種） メキシコ      オーラン総合病院 看護師 23 名 

                バジャドリド病院 看護師 28 名、院長 
グアテマラ     サンビセンテ病院 看護師 7 名、呼吸療法士 2 名、 

准看護師 11 名、院長 
エルサルバドル   エルサルバドル病院 看護師 26 名、医師 1 名 
ボリビア      サンタクルス日本病院 看護師 23 名 

    デル・スド病院（オブザーバー） 看護師 1 名 
その他：2 名 
合計 126 名 

日本側参加者 JICA本部 1名、メキシコ事務所 1名、エルサルバドル事務所 1名、ボリビア
事務所 3 名（計 6 名） 
プロジェクト側：菱田、森口、市村、鈴木、二階堂、近藤、仲里、高田、田
辺、現地コンサルタント 4 名、通訳 1 名（計 14 名） 

セミナー講師 小池 伸之 前橋赤十字病院、群馬県立県民健康科学大学 臨床教授 
セミナー内容 1. 小池看護師による講義「外傷看護セミナー」 

2. ディスカッション、Q&A セッション 
3. 各プロジェクト対象病院看護師による成果・進捗報告 

セミナー成果・課題・ 
今後への提言 

・当セミナーでは 、エルサルバドル、ボリビア、グアテマラ、メキシコの中南
米 4 か国から、プロジェクト対象の計 5 病院の看護師ら 120 名以上に加え、ボ
リビアからは先方の要望により別病院からのオブザーバー参加もあった。 
・限られたセミナー時間を有効活用するため、当セミナーでは講師が作成した
講義資料と台本を事前にスペイン語に翻訳し、セミナーでは冒頭の講師挨拶の
後は通訳者がまず台本を読み上げる形で講義が開始された。講義の中では講師
自身のドクターヘリ出動動画が流されるなど、臨場感のある内容となった。 
・テーマの外傷看護は、これまでのスケジュールドケアを通して、グアテマラ
を除く 3 病院において外傷患者（特に頭・頚部外傷）の相談が多く見受けられ
たこと、また ICU において看護師が外傷診療及び外傷看護について学ぶことは
患者の生命予後だけでなく、機能的予後の改善にもつながることなどから、選
定した。サンビセンテ病院においても、今般改修された ICU に今後重症患者を
受け入れる体制を整えるという意味でニーズのある内容と判断した。現に、セ
ミナーの質疑応答セッションでは多くの看護師から様々な質問がなされ、残念
ながら時間の制約により全てに答える事ができなかったほど、各参加病院での
同テーマに対する関心の高さがうかがえ、国を問わずディスカッションできる
共通のテーマを見いだすことができた。 
・先進国でも途上国における医療でも共有の話題、同じプラットフォームでデ
ィスカッションができる話題があることが明らかとなった。それをいかに拾い
上げることができるかが重要となる。 
・これまでのスケジュールドケアなど活動への参加率や各国のインターネット
環境などから、参加が一番心配されたグアテマラにおいては、リアルタイム型
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オンライン研修同様、先方側と調整し、病院の集会室からの集団参加のための
環境を整えた。その結果、アンケートの回答者数こそ 12 名と 5 病院中一番少な
かったものの、現地コンサルタントにより確認された実際の参加者数は 21 名
と、その他病院と同等の参加を得ることができた。 
・質疑応答やディスカッションの時間が限られている中、ある国では病院長が
コメントし看護師の声を聴くことができなかった。本セミナーは看護師対象で
各国看護師間の交流を優先する趣旨主は伝えていたが、今一度リマインドして
おくべきであった。 
・時間管理に関しては、各病院の発表が長引く事等が懸念されたため、タイマ
ー表示や、チャイムで制限時間を知らせる等厳しめに対策を取った。また、前
述の通り通訳の時間短縮を図るなどした結果、全体的には大幅にオーバーする
事なくほぼ計画通りに実施できた。 
・セミナーの最後に、各病院の C/P の代表者による、これまでの自分たちのプ
ロジェクトの成果や進捗状況、取り組みの報告を病院紹介も兼ねて組み込んだ
事でより参加型なセミナーとなり、反響が大きかった。C/P らには事前に発表
資料を作成してもらい、翻訳期間を要するなど手間や負担が増える事が懸念さ
れたが、C/P らは準備も含め非常に意欲的に取り組んでた。特に、セミナー終
了後に C/P らより、病院間の交流を開始したいと自主的に申し出があった事は
大きな成果である。日本側で各病院のコンタクトパーソンの連絡先情報をまと
めて共有し、ボリビアの C/P が中心となって今後進めていく予定である。必要
に応じて日本側でサポート、フォローをしていく。また、各国の報告により、
日本側としても各病院での実践状況を確認することができた。 
・アンケートへの回答を促すため、セミナーのチャット欄でのアンケートリン
ク共有の他、研修等で活用しているスマホアプリの各病院グループでもリンク
を共有した。その結果、実際はセミナーに参加していないにも関わらずアンケ
ートにのみ回答した人が数名いた。本セミナーでは参加証を授与する事となっ
たため、実際の参加者を特定するには各国の現地コンサルタントによる地道な
確認作業が必要となった。このような大規模の遠隔セミナーで参加証を発行す
る場合、参加確認方法に留意する必要がある。この点、対面でのセミナーとは
異なり、より配慮が必要と感じた。 

全体総合評価 
(アンケート結果) 

アンケート結果・分析・評価（8/30、12 時時点 90 名回答） 
-アンケート結果 
（問 1-5） 
アンケート回答者のうち約 31％がエルサルバドル病院所属で最も多く、13%が
グアテマラのサンビセンテ病院所属で最も少なかった。その他 3 病院に関して
はいずれも 16%～20%の間で同等の回答数があった。回答者のうち女性が 54%
で男性が 46%であった。 
（問 6-81 および問 11） 
選択式質問のうち、セミナーの内容が興味やニーズに合致しているか、また仕
事に役立つか（問 6 と問 7）という設問には、いずれも 80%以上が最も高い評
価を下した。セミナー時間に関しては（問 8）、半数弱が「適切」と答えた一方
で、41%が「長い」、15%が「短い」と回答し、意見が分かれた。他病院による
発表の内容が自分と関連するかに関する設問（問 11）に関しても、85%が肯定
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的に評価している。 
（問 9-10） 
自由回答（問 9、問 10）に対し、2問とも外傷看護を筆頭に様々な回答があり、
その内容から今回のセミナーで扱った内容や今後さらに学びたい関連事項に関
するコメントの記載が多く、セミナーに対する関心の高さが推測でき、参加者
の意欲の高さを伺うことができた。 
 
-分析・評価 
アンケート回答者の 4 割以上がセミナー時間が長かったと回答しているが、そ
れ以上の参加者が時間に関して「適切」と回答しており、このように複数国、
複数の時間帯、そして 100 名以上の参加者がいるこのようなセミナーでは全員
が満足する時間設定は極めて難しい。逆に、説明が足りなかった内容として
「全て」と回答した人も複数おり、「このテーマで一つの研修コースができる」
とのコメントもある等、短時間のセミナーで踏み込める内容は限られている事
の表れである。しかしながら、セミナー全体の感想の自由回答（問 12）では、
「次回はもっと科学的な内容を」と回答した 1 名を除いて、「非常に良かった」
「このようなセミナーをもっと実施すべき」「非常に興味深い」「役に立つ内容
だった」と肯定的な意見ばかりであった。本アンケートの結果を通して、外傷
看護をテーマとするセミナーは、多くの国においてニーズがあることが確認さ
れた。また、「他病院／各々の専門家の意見が聞けたのが非常に良かった」「他
の参加国の進捗を知れて興味深かった」など、地域横断的に実施し、各国の報
告や意見交換も可能にしたことを評価する声も多かった。 

※アンケートの質問内容及び結果を添付資料にとして本報告書に添付  
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1. Name of participant

2. Sex

3. Occupation

4. Hospital

5. Country

6. How relevant was the seminar contents to your needs and interests?

7. Was the seminar useful for your work?

8. What do you think about the length of the seminar?

9. What was the most interesting topic in the seminar? 

10. What was the topic you needed more explanation about in the seminar? 

11. How relevant was the content of the presentations by the other hospitals?

12. What did you think about the seminar? Please write your opinion below.

2. (n=90)

4. (n=90)

49
54%

41
46%
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5. (n=90)

6. How relevant was the seminar contents to your needs and interests?

(n=90)

14
16%

18
20%

17
19%

28
31%

12
13%

1
1%

Valladolid General Hospital

Agustín O'Horán General Hospital

Japanese Hospital of Santa Cruz

El Salvador National Hospital

San Vicente Hospital

Other

12

18

28

32

0

5

10

15

20

25

30

35

Guatemala Bolivia El Salvador Mexico

n 90
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13. Was the seminar useful for your work?

14. What do you think about the length of the seminar?

75
83%

14
16%

1
1%

0
0%
0

0%

How relevant was the seminar contents to 
your needs and interests?

5 (Very relevant)
4 (Relevant)
3 (Appropriate)
2 (Not relevant)
1 (Not at all relevant)

75
83%

14
16%

1
1%

0
0%

0
0%

Was the seminar useful for your work? 

5 (Very useful)
4 (Useful)
3 (Somewhat useful)
2 (Not useful)
1 (Not at all useful)
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15. How relevant was the content of the presentations by the other hospitals?

PROCESO DE ENFERMERIA TRAUMATOLOGIA

APOYO VITAL AVANZADO EN TRAUMA

Algoritmo de evaluacion primaria 

Sistema respiratorio
Manejo de paciente critico en el aspecto de la intubacion 
para trauma

Valoración del paciente con trauma en el proceso de 
atención en enfermería 

16
18%

21
23%

40
44%

8
9%

5
6%

What do you think about the length of the 
seminar?

5 (Too long)
4 (Somewhat long)
3 (Appropriate)
2 (Somewhat short)
1 (Too short)

59
66%

26
29%

4
4%

1
1%

0
0%

How relevant was the content of the presentations 
by the other hospitals?

5 (Very relevant)
4 (Relevant)
3 (Appropriate)
2 (Not relevant)
1 (Not at all relevant)
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La atención a pacientes politraumatizado el uso del 
Abcd  

多発性外傷患者のケアと ABCD 

Pacientes con cardiopatia  侵襲的患者の輸液管理 

Neumotórax  abierto  人工呼吸器取り外しのタイミング 
Los test que se utilizan en el triash para clasificar las 
emwrgencias en traumas  

侵襲的換気 

El manejo de las vías respiratorias en paciente con 
trauma 

急性呼吸窮迫症候群 

Movilidad de paciente de trauma  敗血症 

El tema del manejo y traslado del pte 緊急時の対応と治療 

Trauma torácico  新生児蘇生 

El traumatismo y el shock hipovolémico  高流量経鼻療法 

Hemotorax 非侵襲的人工呼吸器 

Las lesiones que comúnmente atienden en japon 不整脈の緊急管理 

Las mejorías que han presentado en el personal  肺炎と喘息 

Terapia ventilatoria  小児救急・集中治療 

Manejo cardicompresor 白血病 
 
（４）追加の解説が必要なセミナー内容 
スペイン語 日本語 
Capacitación para el equipo  チームのトレーニング 
Hemorragia interna 内出血 
Uso (paciente crítico, consulta externa, seguimiento) y 
legislación de teleenfermería  

使用（重要な患者、外部相談、フォロ
ーアップ）および遠隔看護法 

Traslado de pacientes 患者の移動 
Las experiencias en casos de traumas en Japon 日本での外傷事例の経験 
Forma de trasladar a paciente a otro hospital sin alterar 
el estado hemodinamico 

血行動態を変えずに患者を別の病院に
移す方法 

Las escalas de valoración  評価スケール 
HEMORRAGIAS 出血 
Trauma abdominal en relación a cuidados  ケアに関連した腹部外傷 
Inmovilizaciones   en una emergencia  de trauma  外傷緊急時の固定 
Los medias de protección  保護ストッキング 
Manejo del trauma abdominal  腹部外傷の管理 
Trauma de cadera  腰の外傷 
ABCDE manejo trauma  ABCDEトラウママネジメント 
Manejo del paciente ventilado  換気患者の管理 
Tipos de traumatismos  トラウマの種類 
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Ventilación mecanica 人工呼吸 
Manejo de medicación 服薬管理 
Medicamentos y RCP 投薬と CPR 
Gasometria ガソメトリー 
Via aerea 気道 
Sobre la bomba infusión  輸液ポンプについて 
Humanización cuidados integrales  人間化総合ケア 
Estabilización hemodinámica en paciente traumatizado 外傷患者における血行動態の安定化 
Sindrome de distres respiratorio  呼吸窮迫症候群 
Neumotórax abierto  開放性気胸 

 
（４）質疑応答 質問一覧 
1. ドクターヘリで患者を搬送する際に気管チューブのカフには空気を入れた状態か？ 

2. 頭部外傷の患者に胃管チューブを挿管する場合は経鼻か経口か？ 

3. 腹部外傷で下血腫などリスクが高い場合、尿道カテーテルを使うか直接膀胱に針を刺す

か？ 

4. 患者を空輸する際に骨折の疑いがある場合、固定させるか？また搬送前に診断するか？ 

5. 低血糖患者の場合、糖分が含まれる輸液をするか？ 

6. 搬送する外傷患者の病院前の治療スタッフと病院のスタッフ間のコミュニケーションは

どうしているか？ 

7. ABCDEの評価を病院前と病院内両方で実施すべきか？ 
8. ABCDE に関して、別の説があり、まずは出血管理してから ABCDE を実施すべきとい
う説に関してどう思われるか？ 



 
 

資料 6_各国別調達機材リスト 

 



インドネシア国　インドネシア大学病院納入医療機材
『新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：10/11, 3, 2022 受注者名：PT. Indomedik Niaga Perkasa

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Portable　X-ray machine Fuji Film FDR nano 1
2 Electrocardiogram Nihon Kohden ECG-2450 1
3 Mobile Ventilator Dräger Oxylog VE3500 1
4 Central monitor Nihon Kohden CNS-6201 2
5 Blood gas analyzer Nova CCS Comp 1
6 Defibrillator Nihon Kohden TEC-5631 2
7 Glucometer Nova Xpress 2
8 Suction unit Koike Medical YOX GL-I 511 16
9 Oxygen flow meter Koike Medical Safetyflow-I 16

10 syringe pump Terumo SS730N 96
11 Infusion pump Terumo LM730N 16
12 Emergency Bag1 Various Brand Various brand with Laerdal Mask 2
13 Emergency Bag2 Acoma Emergency Resucitation set 2
14 Nasal High-Flow Oxygen System Masimo Softflow 50 3
15 Ultrasonography GE Healthcare Versana Balance 1
16 Video Laryngoscope Medtronic McGRATH MAC 2
17 ECG multiparameter monitor Edward EV1000 1
18 Iv stand MAK MA201 16
19 Oxygen cylinder 2
20 Oxygen cylinder holder 2
21 Dailysis machine Fresenius 4008 1
22 Examination light Skylux CS01 2
23 ICU patient bed MAK MB407 16
24 Ventilator Acoma ART-300 16
25 Bed-side monitor Nihon Kohden BSM 3562 16
26 Stretcher MAK MS 302 1
27 Refrigerator for Blood PHC MBR-107D(H) 1
28 Patient lift scale Seca 952 1
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インドネシア国　ハサヌディン大学病院納入医療機材
『新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：14/15, 3, 2022 受注者名：PT. Next Nippon Technology

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Portable　X-ray machine Fuji Film FDR nano 1
2 Electrocardiogram Nihon Kohden ECG-2450 1
3 Mobile Ventilator Dräger Oxylog VE3500 1
4 Central monitor Nihon Kohden CNS-6201 1
5 Blood gas analyzer Nova CCS Comp 1
6 Defibrillator Nihon Kohden TEC-5631 1
7 Glucometer Nova Xpress 2
8 Suction unit Koike Medical YOX GL-I 511 5
9 Oxygen flow meter Koike Medical Safetyflow-I 5
10 syringe pump Terumo SS730N 10
11 Infusion pump Terumo LM730N 10
12 Emergency Bag1 Various Brand Various brand with Laerdal Mask 1
13 Emergency Bag2 Acoma Emergency Resucitation set 1
14 Nasal High-Flow Oxygen System Masimo Softflow 50 2
15 Ultrasonography GE Healthcare Versana Balance 1
16 Video Laryngoscope Medtronic McGRATH MAC 2
17 ECG multiparameter monitor Edward EV1000 2
18 Warming system Medtronic Warmtouch 2
19 Iv stand MAK MA201 5
20 Oxygen cylinder 3
21 Oxygen cylinder holder 3
22 Enteral feeding pump Covidien Kangaroo 1
23 Pharmaceutical Refrigerator PHC CS01 1
24 ICU patient bed MAK MB407 5
25 Ventilator Acoma ART-300 5
26 Bed-side monitor Nihon Kohden BSM 3562 5
27 Intermittent pneumatic compression device Cardinal Health SCD 700 2
28 Water Proof Cleaner Krisbow 60L 2
29 Stretcher MAK MS 302 1
30 Ultrasonic blood flow meter Hadeco Smartdrop 45 1
31 Patient lift scale Seca 952 1
32 Fiber-optic bronchoscope Olympus BF-Q170, CV-170 1
33 Sterilizer (Vertical typ) Tomy Sx-500 1
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トンガ国　バイオラ病院納入医療機材
『大洋州地域新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：16, 9, 2022 受注者名：NANYO BOEKI 南洋貿易株式会社

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Portable　X-ray machine Fuji Film FDR nano FDR D-EVOⅡ 1
2 Electrocardiogram Nihon Kohden ECG-3350K 1
3 Mobile Ventilator Dräger Oxylog 3000 Plus 1
4 Central monitor Nihon Kohden CNS-6201K 1
5 Blood gas analyzer Technomedica GASTAT-730 1
7 Defibrillator Nihon Kohden TEC-8352K 1
9 Suction unit Central Uni +VICA 5

10 Oxygen flow meter Central Uni OXYTUNE 5
11 syringe pump TOP TOP-5520 10
12 Infusion pump TOP TOP-2300 10
13 Emergency Cart Muranaka PR-649 1
14 Emergency Bag Blue cross ACICRW-ED-FPS 1
15 Emergency Bag Acoma Emergency Bag 1
16 Nasal High-Flow Oxygen System Vincent VUN-001 2
17 Ultrasonography Konica Minolta SONIMAGE MX1 1
18 Video Laryngoscope Medtronic McGRATH MAC 2
19 Small Surgical Set (Tracheotomy Set) Takasago TKZ-TR22F 1
20 Small Surgical Set (Chest Drainage Set) Nippon Covidien 5620-0820 1
21 Small Surgical Set (Peritoneal Drainage Set) Nippon Covidien 5620-0809 1
22 Iv stand Paramount bed KC-56E 5
23 Oxygen cylinder Asahi 661109　・ 1
24 Oxygen cylinder holder Paramount bed KC-83CE 1
26 Refrigerator and Freezer combination unit EBAC HYCD-469NF 1
27 Examination light IXM Clover series Mobile stand type CS01G 1
28 Cabinet Kokuyo HP-MCBWG6424N 1
29 Mixing table Kokuyo HP-MWTV431507WNN 1
30 Nurse table Kokuyo HT1-T1485HW-SWPW1 1
31 ICU patient bed Paramount bed KA-H752 5
32 Air mat Cape BIGCELL840 5
33 Ventilator Dräger SAVINA 300 Select 4
34 Bed-side monitor Nihon Kohden Life scope-G 5
35 Foot pump Nihon Shigmax CARETHROM 5
36 Nursing cart Kokuyo FREE+ 1
37 Portable Toilet RICHIL PS2 2
38 Urine organ Asone 8-8242-02(Female)  8-8242-01 (Male) 10
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パラオ国　ベラウ国立病院納入医療機材
『大洋州地域新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：20, 12, 2022 受注者名：株式会社テックインターナショナル

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Portable mobile X-ray machine Fuji Film Calneo Aqro(X Nano) 1
2 12-lead electrocardiogram Nihon Kohden ECG-3350 1
3 Mobile ventilator Dräger Oxylog 3000 Plus 1
4 Central monitor Nihon Kohden CNS-6201K 1
5 Blood gas analyzer Technomedica GASTAT-730 1
7 Defibrillator Nihon Kohden TEC-8352K 1
9 Suction unit Central Uni vica 4

10 Oxygen flow meter Central Uni P-321 4
11 syringe pump TOP TOP-5520 8
12 Infusion pump TOP TOP-2300 4
13 Emergency cart Muranaka PR-649 1
14 Emergency bag (1) (Tracheal tube, Stylet, Cuf      Blue closs ACICRW-ED-FPS 1
15 Emergency bag(2) (Bag valve mask,Jackson R   Acoma Emergency Bag 1
16 Nasal high-flow oxygen system AIRVO 2
17 Ultrasonography Konica minolta Sonimage MX-1 1
18 Video laryngoscope McGRATH MAC 1
19 Small surgical set　(Tracheotomy set) Takasago TKZ-TR22F 1
20 Small surgical set　(Chest drainage set) Nippon Covidien 5620-0820 1
21 Small surgical set　(Peritoneal drainage set) Nippon Covidien 5620-0809 1
22 Iv stand Paramount bed KC-56E 4
23 Oxygen cylinder Asahi 1
24 Oxygen cylinder holder Paramount bed KC-83CE 1
26 Freezer and refrigerator for chemical storage Fukusima Garilay MPR-414F 1
27 Examination light Skylax CS01 1
28 Cabinet Kokuyo HP-MCBWG6424N 1
29 Mixing table Kokuyo  HP-MWTV431507WN 1
30 Nurse table Asone HT1-T1485HW-SWPW1 1
31 ICU patient bed Paramount bed  KA-H752 4
32 Air mat Asone 840 4
33 VentilatorA Acoma ART-300 3
34 Bed-side monitorA Nihon Kohden BSM-3562 4
35 Foot pump Nihon Shigmax CARETHROM 4
36 Nursing cart Kokuyo FREE+ 1
37 Portable toilet RICHIL PS2 2
38 Urine organ Asone 8-8242-02(Female)  8-8242-01 (Male) 8
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ケニア国　コースト総合教育病院納入医療機材
「アフリカ保健システム強化パートナーシッププロジェクトフェーズ２」
検査年月日：17, 10, 2022 受注者名：Nairobi X-Ray supplies Ltd.

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Mobile digital X-ray machine Konica Aero DR X10 1
2 12-lead electrocardiogram Nihon Kohden ECG-3350K 1
3 Central monitor Nihon Kohden CNS-9101K 1
4 Bed-side monitor Nihon Kohden BSM-3562K 10
5 Defibrillator Nihon Kohden TEC-5621K 1
6 Patient trolly Midmark 1710A 1
7 Mobile ventilator Marquet Servo Air 1
8 Blood Gas Analyzer Siemen RP500E 1
9 Syringe pump BLT Biolight P500 20
10 Infusion pump BLT Biologht P600 20
11 Emergency cart Midmark 9005 2
12 Emergency Bag 1 2
13 Emergency Bag 2 2
14 Ventilator Acoma Medical ART-300 8
15 Nasal High-Flow Oxygen System Heyer NeoHiF i5 4
16 Ultrasonography Siemens P500 1
17 Video Laryngoscope Medtronics McGrath Handle 4
18 Small Surgical Set(Tracheotomy Set, ) 2
19 Small Surgical Set(Chest Drainage Set) 2
20 Small Surgical Set(Peritoneal Drainage Set) 2
21 ICU patient bed  Arjo ENT-1000 10
22 Iv stand 10
23 Oxygen cylinder 2
24 Oxygen cylinder holder 2
25 Enteral feeding pump MEDCAPTAIN EP-60 2
26 Pharmaceutical Refrigerator Haier HYCD-282 1
27 Examination light Gima Satumo 1
28 Cabinet for medical materials Generic Non 1
29 Nursing cart 2
30 Air mat Arjo Alpha Active 10
31 Intermittent pneumatic compression device Arjo Flowtron 10
32 Portable Toilet Generic Bedpen SS 4
33 Urine Bottle Generic Non 20
34 Portable suction machines  Folee 3090A2 2
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モザンビーク国　マプト中央病院納入医療機材
『新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：5/6/7, 10, 2022 受注者名： 　AFRI FARMACIA, LDA

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Portable mobile X-ray machine Del Medical 9000- MDR 1
2 12-lead electrocardiogram Nihon Kohden ECG-3350 1
3 Central monitor Nihon Kohden CNS-6201 1
4 Bed-side monitor Nihon Kohden BSM3000 8
5 Defibrillator Nihon Kohden TEC-8300K 1
6 Blood test equipment (HbA1ｃ/CRP) Siemens DCA Vantage 1
7 Mobile ventilator Oxivent Oxy4plus 1
8 Blood gas analyzer Convergent Convergys 1
9 Suction unit NARANG MEDICAL SU56 8
10 Oxygen flow meter NARANG MEDICAL NIL 8
11 syringe pump STERNMED SPN 58 16
12 Infusion pump STERNMED IPN 56 8
13 Emergency cart NARANG MEDICAL HF2204-1 2
14 Emergency bag (1) (Tracheal tube, Stylet, Cuff p     NARANG MEDICAL EKPT 2
15 Emergency bag(2) (Bag valve mask,Jackson Ree   NARANG MEDICAL ERS 2
16 Ventilator Getinge Servo U 4
17 Nasal high-flow oxygen system AIRBLEND HF60L 4
18 Ultrasonography Siemens ACUSON P500 1
19 Video laryngoscope BPL VL-02 2
20 Small surgical set　(Tracheotomy set) NARANG MEDICAL NM648 2
21 Small surgical set　(Chest drainage set) NARANG MEDICAL CD KIT 2
22 Small surgical set　(Peritoneal drainage set) NARANG MEDICAL AD KIT 2
23 ICU patient bed NARANG MEDICAL ICU BED 8
24 Iv stand NARANG MEDICAL IV STAND 8
25 Enteral feeding pump Fresenius Kabi Amika 2
26 Freezer and refrigerator for chemical storage NUVE MD 120 1
27 Examination light Technomed EL-NOVA 1
28 Cabinet NARANG MEDICAL INSTRUMENT CABINET 1
29 Mixing table (Intravenous working table) NARANG MEDICAL HF2268 1
30 Nurse table NARANG MEDICAL HF9357 2
31 Nursing cart NARANG MEDICAL NURSING CART 1
32 Air mat NARANG MEDICAL AIR MAT 8
33 Intermittent pneumatic (Sequential) compressio    NARANG MEDICAL SEQUENTAL COMPRESSION DEVICE 4
34 Portable toilet NARANG MEDICAL HF1107 2
35 Urine bottle NARANG MEDICAL HH928 8
36 Bedpan washer NARANG MEDICAL NET-BP-60 1
37 Film Viewer NARANG MEDICAL DP312A 1
38 Vein detector TRANSLITE VEIN LITE LED+ 1
39 Patient lifter (Lift scale) Detecto IBFF500 1
40 Stretcher NARANG MEDICAL HF1970 1
41 Sterilizer (Table top) SUMER ADELA 40 1
42 Hemodialysis machine NIPRO Surdial X2 1
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セネガル国　ダラルジャム病院納入医療機材
『新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：21/22, 9, 2023 受注者名： オガワ精機株式会社

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Portable mobile X-ray machine DMS(APELEM) RAFALE DR 1
2 12-lead electrocardiogram Nihon Kohden ECG-3350K 1
3 Central monitor Nihon Kohden CNS-6201K 1
4 Bed-side monitor Nihon Kohden BSM3562K 5
5 Defibrillator Nihon Kohden TEC-8352K 1
6 Blood test equipment (HbA1ｃ/CRP) Siemens DCA Vantage 1
7 Mobile ventilator Dräger Oxylog 3000 Plus 1
8 Blood gas analyzer Siemens RP500E 1
9 Suction unit Koike medical GL S511 5
10 Oxygen flow meter Koike medical P-321 5
11 syringe pump Fresenius Kabi Ajilia SP 15
12 Infusion pump Fresenius Kabi Ajilia VP 5
13 Emergency cart Muranaka Plum 2

14
Emergency bag (1) (Tracheal tube, Stylet, Cuff
pressure manometer,Bite block, Fixing
tape,etc)

Blue closs ACICRW-ED-FPS 2

15
Emergency bag(2) (Bag valve mask,Jackson
Rees, Oxgen mask)

Acoma medical Medical Emergency set 2

16 Ventilator SIARE Engineering ARIA 150 4
17 Nasal high-flow oxygen system Fisher & Paykel healthcare AIRVO2 2
18 Ultrasonography Siemens ACUSON P500 1
19 Video laryngoscope Medtronic McGRATH MAC 2
20 Small surgical set　(Tracheotomy set) Takasago TKZ-TR22F 2
21 Small surgical set　(Chest drainage set) Nippon Covidien 5620-0820 2
22 Small surgical set　(Peritoneal drainage set) Nippon Covidien 5620-0809 2
23 ICU patient bed Paramount bed KA-59121A 5
24 Iv stand Paramount bed KC-56E 10
25 Oxygen cylinder 2
26 Oxygen cylinder holder Paramount bed KK-34 2
27 Enteral feeding pump Fresenius Kabi Amika 2
28 Freezer and refrigerator for chemical storage Panasonic MPR-215F-PE 1
29 Examination light Skaylax CS01 1
30 Cabinet Kokuyo HP-MCBWG6424N 2
31 Nurse table Kokuyo  HP-MWTV431507WN 1
32 Nursing cart Okamura LG11CH-ZD21 2
33 Air mat Ceap Air doctor 5

34
Intermittent pneumatic (Sequential)
compression device (Foot pump)

Nippon Covidien  SCD700 5

35 Portable toilet RICHIL PS2 2
36 Urine bottle Asone 8-8242-02(Female)  8-8242-01  5
37 Film Viewer Tanaka seiki LH-2 1
38 Vein detector Asone NVS500 1
39 Patient lifter (Lift scale) Detecto IBFL500 1
40 Hemodialysis machine NIPRO Surdial X 1
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ボリビア国　日本病院納入医療機材
『新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：24, 3, 2022, 27-29/4/2022 受注者名：HP Medical

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Ventilator Dräger Evita 300 15
2 Bed-side monitor Dräger Vista120S 15
3 Fiber-optic bronchoscope Olympus LF-TP 2
4 Sterilizer (Bench typ) TECNO EUROPA B EVO 15 2
5 Patient lift scale DETECTO IB800 2
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グアテマラ国　サンビセンテ病院納入医療機材
『新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：25, 3, 2022 受注者名： 各社代理店

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Portable mobile X-ray machine Fuji Film RAFALE DR 1
2 12-lead electrocardiogram Advanced ECG-12C 1
3 Central monitor Dell Centra plus 800 1
4 Bed-side monitor Advanced PM-2000XL 5
5 Defibrillator Advanced D-100 1
6 Blood test equipment (HbA1ｃ/CRP) Multiparametrico Easy Reader 1
7 Mobile ventilator Magnamed OxyMag 1
8 Blood gas analyzer Epoc Reader RCPZEZQ18-022 1
9 Suction unit Amico  SRA-CI 5
10 Oxygen flow meter Precision Medical 8MFA 5
11 syringe pump  Advanced SP-200 15
12 Infusion pump  Advanced SH-608 10
13 Emergency cart Guatemet 1

14
Emergency bag (1) (Tracheal tube, Stylet, Cuff
pressure manometer,Bite block, Fixing
tape,etc)

Ambu 1

15
Emergency bag(2) (Bag valve mask,Jackson
Rees, Oxgen mask)

Ambu 1

16 Ventilator Magnamed Fleximag plus 4
17 Nasal high-flow oxygen system Omniox HFT500 2
18 Ultrasonography  Advanced DUS-5000+ 1
19 Video laryngoscope Airtraq A-390 1
20 Small surgical set　(Tracheotomy set) 1
21 Small surgical set　(Chest drainage set) Redax 1
22 Small surgical set　(Peritoneal drainage set) 1
23 ICU patient bed Linet Eleganza 2 5
24 Iv stand 10
25 Oxygen cylinder 1
26 Oxygen cylinder holder Roscoe medical E-CCARTPC 1
27 Enteral feeding pump Witleaf Brio-EFP 2
28 Freezer and refrigerator for chemical storage PHCBI MPR-N250FH-PA 1
29 Examination light WelchAllyn GS900 1
30 Nursing cart Paramount bed Y703C 1
31 Air mat Linet Air2care 5

32
Intermittent pneumatic (Sequential)
compression device (Foot pump)

Beurer FM1580 5

33 Portable toilet 4
34 Urine bottle 5
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メキシコ国　オーラン病院納入医療機材
『新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：17, 3, 2022 受注者名： 高砂エンジニアリング株式会社

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Mobile X-ray machine AGFA DR100 1
2 ECG unit Philips TC-30 1
3 Mobile ventilator Philips Trilogy Evo 1

4
Ventilator for non-invasive positive pressure
ventilation

PB560 Trilogy Evo 2

5 Central monitor Philips PIIC IX 1
6 Blood gas analyzer Abbott -STAT 1
7 Blood test equipment (HbA1c/CRP) Nihon Kohden CHM-4100 1
8 Defibrillator Philips DFM-100 1
9 Glucometer Roche Accu-chek active 2
10 Suction unit CA-MI Hospivac 350 7
11 Oxygen flow meter Aramed 7
12 syringe pump TERUMO TSS 800 35
13 Infusion pump TERUMO TE-LM835 18
14 Emergency cart Givas CP0011 1
15 Emergency bag (1) Various Various 1
16 Emergency bag(2) Hemco 1
17 Nasal high-flow oxygen system Fisher&Paykel AIRVO2 1
18 Ultrasonography Samsung HS40 1
19 Acute blood purification machine Baxter/Gambro Prismax 1
20 Ventilator  Puritan Bennett 840 5
21 Low pressure continuous aspirator CA-MI Hospivac 350 1
22 Small Surgical Set(Tracheotomy Set,) Various 1
23 Small Surgical Set(Chest Drainage Set) COOK MEDICAL G56532 1
24 Small Surgical Set(Peritoneal Drainage Set) 1
25 Activated coagulation time measuring device Helena Laboratories Actalyke Mini II 1
26 ECG multiparameter monitor Edwards Hemosphere EDWHEMSGOZAQ 1
27 Warming system Covidien Warm touch 1
28 ICU Patient bed Givas EBT508 5
29 Iv stand Givas 10
30 Oxygen cylinder Infra / MEDIFEX OXIVIDA 6
31 Oxygen cylinder holder Givas 6
32 Enteral feeding pump Kangaroo Cardinal Health 5
33 Examination light Rimsa Alfa Flex 1
34 Cabinet for medical materials Herlis HM12 1
35 Mixing table Herlis HM272 1
36 Nurse table Herlis HM67-1 1
37 Air mat Givas Domus 3 5
38 Bed-side monitor A Philips CM150 5
39 Intermittent pneumatic compression device WLQK 5
40 Nursing cart Herlis HM67-1 5
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メキシコ国　バジャドリド病院納入医療機材
『新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化プロジェクト』
検査年月日：15, 3, 2022 受注者名： 高砂エンジニアリング株式会社

No. Name of Item Brand Model No. Q’ty
1 Mobile X-ray machine AGFA DR100 1
2 ECG unit Philips TC-30 1
3 Mobile ventilator Philips Trilogy Evo 1

4
Ventilator for non-invasive positive pressure
ventilation

PB560 Trilogy Evo 2

5 Central monitor Philips PIIC IX 1
6 Blood gas analyzer Abbott -STAT 1
7 Blood test equipment (HbA1c/CRP) Nihon Kohden CHM-4100 1
8 Defibrillator Philips DFM-100 1
9 Glucometer Roche Accu-chek active 2
10 Suction unit CA-MI Hospivac 350 8
11 Oxygen flow meter Aramed 8
12 syringe pump TERUMO TSS 800 42
13 Infusion pump TERUMO TE-LM835 21
14 Emergency cart Givas CP0011 1
15 Emergency bag (1) Various Various 1
16 Emergency bag(2) Hemco 1
17 Nasal high-flow oxygen system Fisher&Paykel AIRVO2 1
18 Ultrasonography Samsung HS40 1
19 Acute blood purification machine Baxter/Gambro Prismax 1
20 Ventilator  Puritan Bennett 840 6
21 Low pressure continuous aspirator CA-MI Hospivac 350 1
22 Small Surgical Set(Tracheotomy Set,) Various 1
23 Small Surgical Set(Chest Drainage Set) COOK MEDICAL G56532 1
24 Small Surgical Set(Peritoneal Drainage Set) 1
25 Activated coagulation time measuring device Helena Laboratories Actalyke Mini II 1
26 ECG multiparameter monitor Edwards Hemosphere EDWHEMSGOZAQ 1
27 Warming system Covidien Warm touch 1
28 ICU Patient bed Givas EBT508 6
29 Iv stand Givas 11
30 Oxygen cylinder Infra / MEDIFEX OXIVIDA 7
31 Oxygen cylinder holder Givas 7
32 Enteral feeding pump Kangaroo Cardinal Health 5
33 Examination light Rimsa Alfa Flex 1
34 Cabinet for medical materials Herlis HM12 1
35 Mixing table Herlis HM272 1
36 Nurse table Herlis HM67-1 1
37 Air mat Givas Domus 3 6
38 Bed-side monitor A Philips CM150 6
39 Intermittent pneumatic compression device WLQK 6
40 Nursing cart Herlis HM67-1 6
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担当業務 氏名 所属
1 業務主任/遠隔 ICUサービス企画１ 中川寛章 CDC
2 副業務主任/遠隔ICUサービス2 中西智之 T-ICU
3 遠隔集中治療1 / 研修計画１（医師1） 鴻池善彦 T-ICU
4 遠隔集中治療2 / 研修計画2 （医師2） 中川悠樹 T-ICU
5 遠隔集中治療3 / 研修計画3（看護師1） 森口慎吾 T-ICU
6 遠隔集中治療4 / 研修計画4（看護師2） 清水克彦/市村健二 T-ICU
7 アフリカ地域総括/モニタリング１ 松田健志 CDC
8 アフリカ地域副総括/モニタリング２ 加藤珠比 CDC
9 アフリカ地域遠隔サービス管理１/広報２ 佐々木颯 CDC

10 アジア大洋州地域総括/モニタリング１ 加瀬文彦 CDC（補強）
11 アジア大洋州地域副総括/モニタリング２ 光岡真希/徳丸周志 CDC
12 アジア大洋州遠隔サービス管理１/広報３ 田口大志 CDC
13 中南米地域総括/モニタリング１ 菱田裕子 CDC（補強）
14 中南米地域副総括/モニタリング２ 近藤慎一 CDC（補強）
15 中南米地域遠隔ICUサービス管理１/広報４ 田辺眞由美 CDC
16 研修管理 ファテマ カニズ T-ICU
17 医療機材 1 安食和博 CDC（補強）
18 医療機材 2 大谷直哉 T-ICU
19 設備建設機材(コンテナ・プレハブICU)1 重里輝夫 CDC（補強）
20 遠隔ICU 通信システム１ 中谷睦子／野澤貴朗 CDC
21 遠隔ICU 通信システム２ 高田悠史 CDC
22 教材開発/広報１ 仲里麻也子 CDC
23 設備建設機材(コンテナ・プレハブICU)2 監修管理 石川晴久 CDC（補強）
24 設備建設機材(コンテナ・プレハブICU)3 電気/機械設備 鴨川靖史 CDC（補強）
25 医療機材 3 鈴木一代 CDC（補強）
26 医療機材 4 内田一史 CDC（補強）
27 アフリカ地域遠隔ICUサービス管理２ 船山静夏 T-ICU
28 中南米地域遠隔ICUサービス管理２ 二階堂有希 T-ICU
29 アジア大洋州地域遠隔 ICU サービス管理２／広報５ 藤原扶紀 CDC
30 アジア大洋州地域遠隔 ICU サービス管理３／広報６ 長澤真衣子 CDC
31 遠隔ICU通信システム３ ハサン　ケジュール　エドリス CDC
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